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【法人基調報告】 

 

１ はじめに 

令和３年度は、法人すべての事業で新型コロナウイルス感染拡大を念頭に置いた運営を

余儀なくされた。それでも年度当初から常に意識しながらの運営であったため、大きな混

乱もなく全事業所で安心で安全な事業展開ができた。特に、むつみグリーンハウス、あか

もん、ティンクルなごやの３事業所では、通所あるいは入所される利用者に一人の感染者

を出すことなく運営することができた。職員は、陽性診断を受けた職員が２名いたが、大

事には至らず一定の隔離期間後に復帰できた。また濃厚接触者として診断されるなど、感

染を疑われた職員は複数いたが、こちらも大事には至らなかった。 

令和２年９月に発生したティンクルなごやの虐待事案について、発生から８ヶ月が経過

した令和３年５月に保護者説明会を開催した。情報公開や報告が遅れたことの説明と謝罪、

２度と虐待事案を発生させないための職員の意識改革や職場環境づくりの提言を行った。 

またこのことをきっかけに、保護者の立場・視点での意見や助言をいただく場として、

法人の設立母体である愛知県重症心身障害児(者)を守る会会長をお招きして懇談会を企

画・開催することとなった。 

 

 

２ 既存事業所の安定した事業運営の推進・充実について 

中区拠点事業所では、令和２年度に引き続き予算を意識した経営・運営に取り組んだ。

月に 1度の「経営戦略会議」で月次の収支状況把握を中心に、今後の経営に関わるテーマ

について議論を重ねた。 

令和３年度の古渡拠点の事業活動資金収支差額は約３万円の黒字であった。令和２年度

が約７００万円の赤字から、思うように収入が確保できない中にあって、努力の成果が伺

える結果となった。また、令和元年度の古渡拠点が約２６００万円の赤字だったことから

振り返ると、この 3年度間で大幅に改善できたと言える。 

大須拠点も、令和３年度は約２２９万円の黒字となり、令和２年度の約８０万円の黒字

からさらに増益となった。 

結果、令和２年度同様に公益事業(日常生活用具取扱事業)と医療事業拠点(ティンクルな

ごや)の法人運営にかかる費用の負担(繰入)を加えると、約７０2 万円の黒字となり、令和

2年度の約１３０万円の黒字からの増益、且つ 2年連続で黒字決算となった。 

 ティンクルなごやは指定管理料での運営となるため利用率や報酬を意識した事業運営で

はないものの、長期入所の一日平均利用者数は、設定定員 80 名に対し令和 3 年度も 72

名超(利用率 90％超)を維持できた。短期入所(ショートステイ)利用者は新型コロナウイル

ス感染拡大を意識した個室化工事等の影響で受け入れできない期間があるなど制限を余儀

なくされたが、1日平均利用者数 3.3人と令和２年度の一日平均利用者数 2.0人を上回る

ことができた。 

 



 

 

３ 公益を目的とする事業の取り組みについて 

介護員養成研修事業は計画が大幅に遅れ、事業開始が令和 4 年の 3 月となった。定員

10名に対して応募者も 1名のみだったが、この 1名がヘルパー登録の意思が強いことが

確認できたため、予定通り開催した。研修修了は令和 4年 5月の予定である。 

日常生活用具給付等取扱事業は、特に大きな問題もなく無事終了することができた。 

 

 

４ 人材確保・育成・定着 

人材確保の観点では、令和３年度は例年と大きな変化はなく、ほとんどが退職者の補充

であった。中区拠点事業所は８名の退職者(正規職員 2名、非常勤職員 6名)に対し採用者

は４名(正規職員 1名、非常勤職員３名)であった。ティンクルなごやは１６名の退職者(正

規職員９名、非常勤職員７名)に対し採用者は 11名(正規職員 6 名、非常勤職員 5名)であ

った。どちらの拠点も退職者数が採用者数を上回っているが、人員配置基準を下回るもの

ではない。 

育成の観点では、主にオンライン環境でそれぞれの事業所で求められる知識や技術の向

上を目的とした研修に参加した。 

定着の観点では大きな変化はない。 

一方で、保育・福祉業界対象の新たな処遇改善策が国の指導で行われるなど、賃金ベー

スで職場環境の改善を工夫することが近年求められている。人材確保・育成・定着に利用

できるように令和 4年度以降に検討を進めていく。 

 

 

５ 地域における公益的取り組みの推進 

コロナ禍の環境が大きく影響し、むつみグリーンハウスや中区障害者基幹相談支援セン

ター、ティンクルなごやでは外部団体への事業所設備や場所提供は令和 2年度に引き続き

ほとんど行えなかった。 

そんな中、「コロナ禍でもできること」として、中区内の事業所では社会福祉士等の資格

取得のための実習プログラムにオンライン実習を取り入れた。 

また、介護福祉士養成校から依頼があり、ティンクルなごやの事業紹介をオンラインで

実施した。医療行為を必要とする利用者が多いティンクルなごやでは、安心で安全な居住

環境を提供することが最優先であるためコロナ禍での実習生の受け入れは極めて困難であ

る。しかしオンライン環境を工夫することで情報発信できることを考える良いきっかけと

なった。担当したスタッフたちの努力もあり、事業紹介の内容もとても高評であった。 

 

 

６ 新規整備事業の推進 

令和 3年度中の新規整備協議申請は見送ったが、名古屋市や国の動向、新型コロナウィ

ルス感染症拡大状況など社会情勢の総合的見地から、令和 4年度に新規整備事業申請に向

けた準備を開始した。 



 

 

７ 法人全体の安定経営の再構築 

令和 3年度も改善はみせたものの、中区拠点事業所の利用率の低下・人件費の増加によ

る収益悪化の状態の打開策は見いだせていない。喫緊の課題ではあるものの、長期の安定

経営に繋げられるように令和 4年度も引き続き検討を続ける。 

 

８ 女性活躍推進法及び次世代育成支援対策推進法の一般事業主行動計画の策定 

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成 27年法律第 64号）及び次世

代育成支援対策推進法（平成 15年法律第 120号）に基づく一般事業主行動計画を法人

全体の状況を考慮したうえで策定した。計画期間は令和 4年 4月 1日から令和 7年 3 月

31日の 3年度間。 

策定した一般事業主行動計画は、愛知労働局への届出後に厚生労働省が管理するWeb

サイト「女性の活躍・両立支援総合サイト」で公表することとした。 

 

９ 事業の実施状況 

(1) 第一種社会福祉事業 

① 医療型障害児入所施設 

  「名古屋市重症心身障害児者施設」（定員 90名） 

＊ 名古屋市北区平手町一丁目１－５ 

 

(2) 第二種社会福祉事業  

① 生活介護 

      「むつみグリーンハウス」（定員 60名） 

② 居宅介護、重度訪問介護、同行援護及び行動援護 

「なごみ居宅サポートセンター」 

③ 移動支援 

「なごみ移動サポートセンター」 

④ 計画相談支援、障害児相談支援、地域移行支援及び地域定着支援 

     「障害者相談センター一歩」    

＊ 以上 4事業は、名古屋市中区古渡町 9－18 

⑤ 療養介護 

  「名古屋市重症心身障害児者施設」（定員 90名） 

⑥ 短期入所 

  「名古屋市重症心身障害児者施設」（定員 90名） 

＊ 以上 2事業は、名古屋市北区平手町一丁目１－５ 

⑦ 計画相談支援、障害児相談支援、地域移行支援及び地域定着支援 

「名古屋市中区障害者基幹相談支援センター」 

   ⑧ 精神障害者地域活動支援事業 

「あかもん」 

＊ 以上２事業は、名古屋市中区大須四丁目 10－85 



 

 

10 理事会の運営状況 

(１)令和３年度は任期満了による役員改選が行われた。結果、理事１名、監事１名が退任

しそれぞれの後任者が選任された。 

理事長には、互選の結果水谷理事が就任した。富田前理事長は顧問に就任した。 

(2)顧問、役員名簿(＊1 役員定員は 6 名以上【定款第 17 条】) (＊令和４年 3 月末日現在) 

役 職 氏 名 資格など 任 期 備考 

顧問 野瀨武敬 元 むつみ福祉会理事長 
令和 5年 4月 1日以降の最初

の定時評議員会終結の時まで 
再任 

顧問 富田偉津男 前 むつみ福祉会理事長 
令和 5年 4月 1日以降の最初

の定時評議員会終結の時まで 
新任 

 

役 職 氏 名 役員の資格など 任 期 備考 

理事長 水谷正人 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 
令和 5年 4月 1日以降の最初

の定時評議員会終結の時まで 

再任 

(理事長新任) 

理 事 原山剛三 学識経験者 同上 再任 

理 事 丸山秀樹 
当該社会福祉法人が行う事業の区域における

福祉に関する実情に通じている者 
同上 再任 

理 事 彦坂  亮 同上 同上 再任 

理 事 高嶋みえ 同上 同上 再任 

理 事 山下伸子 当該施設の管理者 同上 再任 

理 事 杉野考利 当該施設の管理者 同上 再任 

理 事 内藤志保 
当該社会福祉法人が行う事業の区域における

福祉に関する実情に通じている者 
同上 新任 

理 事 富田偉津男 － － 退任 

 

役 職 氏 名 監事の資格など 任 期 備考 

監 事 熊崎正実 社会福祉事業について識見を有する者 
令和 5年 4月 1日以降の最初

の定時評議員会終結の時まで 
再任 

監 事 山田美帆 財務の管理について識見を有する者 同上 新任 

監 事 尾崎秀明 － － 退任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

(３)理事会の開催状況 

187 回 R3.5.26(水) 18:00～19:40 【議案】 

1 令和 2 年度事業報告 

2 令和 2 年度決算報告 

3 役員の推薦 

4 評議員の選任候補者の推薦、並びに評議員選任・解任委員会の

招集、開催 

5 名古屋市重症心身障害児者施設の個室化工事契約の変更 

6 名古屋市重症心身障害児者施設の職員制服賃貸借委託契約 

7 定時評議員会招集事項 

 

【報告】 

1 理事長の業務執行状況報告（3 月～4 月） 

2 ティンクルなごやの保護者説明会 

 

188 回 R3.6.11(金) 18:00～19:30 【議案】 

1 理事長の互選 

2 顧問委嘱の同意 

3 評議員選任・解任委員の選任 

4 定款変更 

5 各種規程の変更（役員等報酬規程、職務権限規程、法人理事長

印出納印管理規程、本部事務局運営規程） 

6 令和 3 年度補正予算 

7 評議員会招集事項 

 

【報告】 

1 ティンクルなごやの保護者説明会 

 

189 回 R3.8.30(月) 省略 【議案】 

1 賞罰委員会の処分案の承認について 

 

190 回 R3.9.16(木) 18:00～19:00 【議案】 

1 令和 3 年度補正予算 

2 各種規程の変更（定款施行細則、評議員会運営規程、理事会運

営規程、職務権限規程、中区拠点事業所給与規程） 

3 ティンクルなごやの業務委託契約 

4 評議員会招集事項 

 



 

 

 

【報告】 

1 新型コロナウイルス感染症について 

2 ティンクルなごやの虐待事案に関するその後の対応等 

3 ティンクルなごやの組織変更 

4 利用者視点に立った事業所運営の在り方 

5 ティンクルなごやの個室化工事契約締結 

6 理事長の業務執行報告（6 月～8 月） 

7 事業報告（4 月～7 月） 

 

191 回 R3.12.9(木) 18:00～19:00 【議案】 

1 ティンクルなごやの業務委託契約 

2 ティンクルなごやの入札計画承認 

 

【報告】 

1 新型コロナウイルス感染症について 

2 理事長の業務執行報告（9 月～11 月） 

3 愛知県重症心身障害児（者）を守る会会長との懇談会 

4 事業報告（4 月～10 月） 

5 上半期執行状況 

 

192 回 R4.3.17(木) 18:00～19:30 【議案】 

1 令和 3 年度補正予算（案） 

2 令和 4 年度事業計画（案） 

3 令和 4 年度予算（案） 

4 女性活躍推進法及び次世代育成支援対策推進法の一般事業主

行動計画（案） 

5 各種規程の変更 

6 ティンクルなごや業務委託契約 

7 評議員会招集事項 

 

【報告】 

1 理事長の業務執行報告（12 月～2 月） 

2 愛知県重症心身障害児（者）を守る会会長との懇談会 

3 新規整備事業 

4 事業報告（4 月～1 月） 

5 修繕積立資産取崩し報告 

 

193 回 R4.3.28(月) 省略 【議案】 



 

 

1 ティンクルなごやの賃貸借契約について 

５ 評議員会の運営状況 

(１) )令和３年度は任期満了による評議員改選が行われた。理事会の推薦後、評議員選

任・解任委員会が開催され新たな評議員が選出された。結果、2名が退任、1名が新

任された 

(2) 評議員名簿(＊1 定員は 7 名以上【定款第 5 条】)(＊2 令和 4年 3 月末日現在) 

役 職 氏  名 評議員の資格等  任 期 備考 

評議員 福村眞紀子 
社会福祉法人の適正な運営に必要な

識見を有する者 

令和 7年 4 月 1 日以降の最初の定時評

議員会終結の時まで 
再任 

 

評議員 野村敬子 同上 同上 再任 

評議員 加藤和雄 同上 同上 再任 

評議員 西澤有子 同上 同上 再任 

評議員 浅井清正 同上 同上 再任 

評議員 戎 弘志 同上 同上 再任 

評議員 田中 巖 同上 同上 再任 

評議員 谷江武士 同上 同上 再任 

評議員 大下誠史 同上 同上 再任 

評議員 大塚良孝 同上 同上 新任 

評議員 平賀貴光   退任 

評議員 立松 博   退任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

(３)評議員会の開催状況 

113 回 R3.6.10(木) 18:00～19:20 【議案】 

1 令和 2 年度事業報告 

2 令和 2 年度決算報告 

3 役員の選任 

 

【報告】 

1 ティンクルなごやの保護者説明会 

 

114 回 R3.6.24(木) 18:00～19:00 【議案】 

1 定款変更 

2 役員等報酬規程 

3 令和３年度補正予算 

 

【報告】 

1 ティンクルなごやの保護者説明会 

 

115 回 R3.9.24(金) 省略 

*新型コロナウイ

ルス感染拡大防止

のため 

【議案】 

1 令和 3 年度補正予算 

 

【報告】 

1 新型コロナウイルス感染症について 

2 ティンクルなごやの虐待事案に関するその後の対応等 

3 ティンクルなごやの組織変更 

4 利用者視点に立った事業所運営の在り方 

5 事業報告（4 月～7 月） 

 

116 回 R4.3.25(金) 18:00～19:00 【議案】 

1 令和 3 年度補正予算 

2 令和 4 年度事業計画 

3 令和 4 年度予算 

 

【報告】 

1 新規整備事業 

2 修繕積立資産取崩し報告 

3 事業報告（4 月～1 月） 

 

 

 



 

 

【生活介護事業所 むつみグリーンハウス】 

１ 総論 

この１年を通して、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、感染対策を取りなが

らの活動を行ってきた。また、利用者や家族が安心して通所できるよう迅速な対応、情報

発信を心掛け、コロナ禍でも充実した日中活動が行えるよう取り組んできた。結果、利用

者や家族、職員ともども体調を大きく崩すことはなく、新型コロナウイルス感染症が理由

で閉所となることもなく過ごすことができた。 

作業に関しては、受注量の低下を防ぐため営業や情報発信を行い、売り上げ・工賃の維

持ができた。また、日中の活動では、取り組みの見直しややり方を工夫することで、令和

２年度に比べると多くの取り組みや行事を実施することができた。 

利用状況は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う利用の自粛や、濃厚接触者と診断され

て自宅待機を余儀なくされるなどが複数生じたものの、概ね予定通りの利用状況であった。 

 

【令和３年度登録者数と利用実績】 

  ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

登録者数 62 62 62 61 61 61 

開所日数(土曜日・祝日) 22(0)(1) 23(2)(3) 22(0)(0) 23(1)(2) 23(1)(1)  22(0)(2) 

1 日の平均利用人数 36.4 人 31.4 人 36.0 人 33.7 人 28.9 人 31.5 人 

 

内訳 

 

２F平日延べ人数(平均) 337(16.0) 290(16.1) 354(16.1) 323(16.2) 317(15.1) 304(15.2) 

３F平日延べ人数(平均) 442(21.0) 339(18.8) 437(19.9) 391(19.6) 333(15.9) 343(17.1) 

２F土曜延べ人数(平均) 0 18(9.0) 0 11(11.0) 10(10.0) 0 

３F土曜延べ人数(平均) 0 14(7.0) 0 5(5.0) 7(7.0) 0 

2F祝日延べ人数(平均) 14(14.0) 42(14.0) 0 33(16.5) 12(12.0) ０ 

３F祝日延べ人数(平均) 8(8.0) 19(6.3) 0 13(6.5) 6(6.0) ０ 

  10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

登録者数 61 61 61 61 62 62 

開所日数(土曜日・祝日) 23(2)(0) 22(0)(2) 22(3)(0) 23(3)(1) 20(0)(2) 22(0)(1) 

1 日の平均利用人数 32.8 人 35.0 人 34.3 人 32.4 人 34.2 36.1 

内訳 ２F平日延べ人数(平均) 334(15.9) 322(16.1) 317(15.9) 314(16.5) 327(18.2) 388(17.6) 

３F平日延べ人数(平均) 391(18.6) 403(20.2) 388(20.4) 375(19.7) 359(19.9) 443(20.1) 

２F土曜延べ人数(平均) 19(9.5) 0 32(10.7) 30(10.0) 0 0 

３F土曜延べ人数(平均) 10(5.) 0 18(6.0) 20(6.7) 0 0 

2F祝日延べ人数(平均) 0 31(15.5) 0 17(17.0) 28(14.0) 18(18.0) 

３F祝日延べ人数(平均) 0 13(6.5) 0 6(6.0) 15(7.5) 6(6.0) 

作業型は 1日平均利用人数（土曜・祝日開所を除く）19.3名（前年度 16.3名）、日中活

動型は 1日平均利用人数（土曜開所を除く）16.2名（前年度 15.8名）であった。 



 

 

＊参考：直近 3年度の延べ利用人数 

 令和元年度 

(268日開所) 

令和２年度 

(268日開所) 

令和３年度 

(268日開所) 

作業型 5,221 4,909 4,788 

日中活動型 3,699 4,081 4,212 

合 計 8,920 8,990 9,000 

 

 

２ 作業型(３F) 

１）作業 

  新型コロナウイルス感染症の影響を考え、昨年に引き続き新たな下請け作業受注が可

能であることの情報発信や木工製品等の自主製品販売の営業活動を行った結果、１年通

して利用者に作業を提供し続けることができた。また、加工製品の納品やアルミ缶回収

など、コロナ禍での感染対策を講じて外出する機会を減らさないよう工夫した結果、地

域との繋がりや社会参加していることを利用者が実感することができた。 

   

【参考：直近 3年度の利用者の平均工賃】(単位：円) 

 令和 2年度 令和 3年度 

総売上 1,857,691 1,928,594 

工賃 1,444,835 1,041,498 

1人当たりの平均 45,151 35,913 

 

２）行事・取り組み 

  感染対策を講じることで実現可能な行事や取り組みについては、工夫して実施した。

行事に対する利用者の期待は大きく、実施できたものは利用者一人ひとりが楽しむこと

ができ、充実したものとなった。また取り組みについても、少人数での活動を原則とし

て実施した。令和 2年度よりも多く実施することができた。 

 

 

３ 日中活動型(２F) 

１）日中活動 

個々の利用者の状態やニーズに応じたメリハリのあるプログラム（午前は活動的プロ

グラム、午後はリラックスできるプログラム）を設定した。特に医師・理学療法士・サ

ービス管理責任者・担当職員と、利用者本人・保護者とで連携してリハビリ計画書を作

成し、利用者の身体機能維持・向上を目的とした個々の障害に応じた体操を実施するこ

とができた。 

障害が重い利用者や医療ケアの必要な利用者が多いにもかかわらず、専門的な知識や

技術を持つ職員が少ないため、職員一人ひとりが関連する研修行くことで知識、技術を

身に付け、適切なケアをすることができた。 



 

 

２）行事・取り組み 

感染拡大時には活動を縮小することもあったが、感染対策や活動を工夫することで  

昨年度よりも多く行事や取り組みを行うことができた。春には入所式、夏には納涼祭、

秋には芋ほり、冬にはお楽しみ会と季節を感じられる活動ができ、利用者一人ひとり楽

しく過ごせた。 

 

 

４ 祝日開所 

  令和 3年度も作業型の利用者のニーズは低かったが、日中活動型の利用者のニーズは

高かった。日中活動型の方は、利用曜日以外の希望もあったため、できる限りの受け入

れができるよう工夫した。結果、ほぼ平日同様の利用人数であった。 

 

 

５ 嘱託医との連携 

月に１度の診察を実施することができ、利用者の健康状態の把握ができた。 

インフルエンザやノロウイルスなど、季節的に流行が予見できる病気に対する積極的

な注意喚起や予防の啓発により、令和３年度も流行性の疾患で休む利用者はほとんどい

なかった。新型コロナウイルスについても、感染症の市中の状況や感染対策の方法を確

認・相談を行うことで、事業所内で常に注意喚起できる環境を整えることができた。 

 

 

６ 人材育成 

令和 3年度も社会福祉士の実習生を中心に資格取得のための実習生を受け入れた。 

新型コロナウイルス感染症対策を講じ、リモート実習を組み入れるなど工夫したプロ

グラムを養成校側と協議し、実施することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【居宅介護支援事業所 なごみ居宅サポートセンター】 

【移動支援事業所 なごみ移動サポートセンター】 

 

１ 総論 

令和 3年度も居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護、及び移動支援を行なった。

総じてどのサービスも大きな事故なく提供することができた。 

利用登録者数は微増だが、利用率は減少した。職員の勤務体制を整理したことで、事業

開始以来初めてとなる深夜サービスを 2件契約できた一方、年度途中に長時間契約の重度

訪問介護利用者のサービスが終了したこと、その後の新規利用者獲得が難航した。 

新型コロナウイルス感染症の影響から予定されていたサービスのキャンセルも多く、緊

急事態宣言時のサービスの中止や集団外出を全面中止するなど計画変更を余儀なくされた。

また、利用者だけではなくサービスを提供する職員の方が濃厚接触者の判定を受けてサー

ビスに入れなかったこともあった。これらのことが総じて利用率減少の要因となった 

介護員養成研修事業終了後、新規登録ヘルパー1名を確保できた。その 1名には、むつ

みグリーンハウス利用者の重度訪問介護や地域の利用者のサービス（居宅介護）を担当し

てもらうことができた。 

 

 

２ 介護員養成研修事業 

新型コロナウイルス感染者拡大状況を考慮し、年度末の令和 4年 3 月からの事業開始と

なった。申込予定者は当初 3名の候補があったが、結果的に１名のみの参加となった。そ

れでもこの１名が終了後にヘルパー登録の意思が強いことを確認し、開講した。 

 

 

３ 事業実績 

（１）契約者数４３名（令和２年度４０名）＊むつみグリーンハウス利用者 23名 

 

（２）対象者 ※〔  〕単独手帳所持者 

身体障害 知的障害 障害児 精神障害 

 33〔14〕  24〔8〕 0 2〔1〕 

 

（３）事業の実施地域(名古屋市全域) 

中区 中川区 昭和区 北 港区 東区 計 

16 4 4 3 6 2 

43 熱田区 千種区 中村区 守山区 
 

 

1 3 3 1 
 

 

 



 

 

【障害者相談センター 一歩】 

 

１ 基本相談支援 
令和３年度の職員体制は、相談支援専門員３名(常勤１名、非常勤２名)体制で開始し、

お互いのケースの状況を共有しながら取り組んだ。また、１０月から非常勤スタッフが

人事異動で抜け、相談支援専門員２名(常勤１名、非常勤１名)となったが、年度当初から

予定されていた人事異動であったため、ケースの引継ぎなど大きな混乱なく行えた。ま

た１年を通して新型コロナウイルス感染症対策を講じながらの業務となったため、面会

時は密を避け、電話での聞き取り回数を増やすなど工夫をした。 

  一方、令和３年度は緊急な支援を必要とするケースが重なることが多く、その対応に

時間がかかった。また年度末での非常勤職員の退職が決定し、下半期は多忙であった。 

近年の傾向として、家族の高齢化で「親亡き後のサービス利用方法」を検討しなけれ

ばならないケースや、精神疾患や精神障害がある方の相談が増えている。 

 

 

２ 計画相談 

令和３年度末時点で契約数は 122 名で、令和 2 年度に比べ３名減少した。内訳は新

規契約３名に対し契約解除６名であった。それでも認定調査(障害支援区分の更新)の年に

当たる利用者が多かったため、計画作成件数が増えた。 

計画作成(件) 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合計 

16 12 6 12 15 6 8 8 10 11 12 14 121 

前年度実績（令和２年度） 101件 

 

モニタリング(件) 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合計 

25 21 26 29 21 32 28 24 23 25 18 19 291 

前年度実績（令和２年度） 306件 

 

契約者地域（名古屋市） 令和３年度末 

中区 昭和区 千種区 名東区 港区 熱田区 瑞穂区 北区 

47 6 7 0 8 4 4 5 

西区 東区 南区 天白区 緑区 中村区 中川区 守山区 

9 5 3 4 1 3 10 3 

 



 

 

 

契約者地域（名古屋市以外） 令和３年度末 

東海市 蟹江町 一宮市 契約者数 

１ １ 1 122 

前年度契約者数（令和２年度） 12５名 

 

障害種別（令和３年度末） 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 発達障害 難病 児童 

85 93 19 4 1 1 

※身体障害と知的障害の重複している方が 69名 

身体障害と精神障害の重複している方が 2名 

難病と知的障害の重複している方が 1名 

精神障害と発達障害の重複している方が 4名 

 

 

３ 一般相談支援 

令和３年 5 月から一般相談支援の指定を取得した。地域移行や地域定着の利用希望者

が多いことは把握できていたものの、令和 3年度は契約至らなかった。 

利用者本人の希望だけでは成就できないこと、利用者本人を取り巻く関係者の協力や

ネットワークの構築が必要不可欠な事業であることなどをあらためて認識できたので、

令和 4年度以降の事業運営の糧としたい。 

 

 

４ 中区障害者自立支援連絡協議会への参加 

 相談支援部会を中心に定期的に開かれる部会に参加し、相談支援業務に必要な情報の

収集や課題共有を心がけた。下半期に入ると業務多忙で参加ができない事もあった。 

【中区障害者自立支援連絡協議会】 

4 月 19 日 相談支援部会①  10 月 18 日 相談支援部会⑦ 

サービス管理責任者（ A 型・就労移

行）との意見交換会 

５月 17 日 相談支援部会②  １1 月 15 日 相談支援部会⑧ 

サービス管理責任者（就労 B 型、生

活介護 地域活動支援事業所）との意

見交換会 

６月 21 日 相談支援部会③ １２月 20 日 相談支援部会⑨  一歩欠席 

７月 20 日 相談支援部会④ １月 7 日 相談支援部会⑩ 児童部会との合同 

児童発達支援管理責任者との意見交



 

 

換会  一歩欠席 

８月 16 日 相談支援部会⑤ ２月 21 日 相談支援部会⑪  一歩欠席 

９月 21 日 相談支援部会⑥ ３月 22 日 相談支援部会⑫  一歩欠席 

10 月 7 日 相談支援部会（臨時） 

一般相談支援について 

  

 

 

５ 職員研修・人材育成 

法人内研修（相談支援部門研修）は令和 3年度は行われなかった。 

定例研修はなかったものの、5 月の一般相談事業所の指定取得に合わせて、一般相談

支援のケース概要や地域包括ケアシステム等について教えてもらう機会を設けるなど、

スポット的な研修の機会は作ることができた。 

外部研修への参加もできなかった。それでも、コロナ禍でスタンダードになったオン

ライン環境を活用し、他の相談機関とのネットワークづくりを図った。また、必要に応

じてケース等で思い悩んだ際は、基幹相談支援センターや他の相談機関に適宜相談し、

利用者のニーズの充足にむけ最善な支援が行えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【中区障害者基幹相談支援センター】 

 

１ 総論 

  令和３年度は名古屋市より令和元年度から令和5年度までの5年間の業務委託を受け

た中で３年目の年度であった。新型コロナウイルス感染症対策として、オンラインを活

用した会議や研修に切り替えられるよう対策・準備を行なったことで基幹センターが企

画する協議会や各種会議を計画通り行うことができた。また、外部が企画する各種会議

や研修会などについてもオンラインを活用するケースが増えたことで、令和２年度のよ

うな混乱なく、１年間活動することができた。 

 

2 事業内容  

（１）総合相談   

  令和２年度と比較し、相談者の年間累計が約６０名増加し、障害種別としては「精神

障害」と「発達障害」の相談者が顕著に増えている状況となった。相談内容としては「障

害福祉サービス等に関する支援」の伸びが顕著で、次いで「不安の解消・情緒安定に関

する支援」が増えた状況となった。 

 

（２）処遇困難な障害者（児）への相談支援（計画相談） 

計画相談については、新規登録が 3 件（身体、精神、児童）であった。内訳としては

「セルフプランからの切り替え」「5 年以上基本相談で支援をしていた方」「現在 3 名の

児童の対応をしている家族の追加」であった。 

契約解除については、「契約者の死去」「生活が安定したことで特定相談事業所へのシ

フト」であった。全体的は大きなトラブルなく、サービス等利用計画の実績についても

大きな変化はなかった。 

 

【サービス等利用計画】 ※（ ）は児童 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

計画案 0 1 4 2 1 2 0 4 

(3) 

0 1 2 3 20 

(3) 

本計画 2 

(1) 

0 0 4 1 1 0 0 4 

(3) 

0 1 1 14 

(4) 

モニタリング 5 8 

(3) 

3 4 9 

(3) 

5 4 4 7 4 5 

(2) 

4 

(1) 

62 

(9) 

合計 7 9 7 10 11 8 4 8 11 5 8 8 96 

(16) 

令和２年度 合計実績 ９７件 

令和元年度 合計実績 １１８件 



 

 

【契約者数】令和４年３月末現在（契約者数 １７名） ※重複障害者 1名 

障害種別 契約者数 居住地 

身体障害 6名 中区 6名 

知的障害 3名 中区 3名 

精神障害 4名 中区 4名 

児童 4名 中区 4名 

 

（３）地域環境作り（人材育成）  

  令和 2 年度が新型コロナウイルス感染症の影響で約 3 割が中止となったことを受け、

令和3年度はオンラインを活用することで活動が中止になることなく計画通り実施する

ことができた（48回中オンライン 38回）。 

  新たな取り組みとしては「多職種との交流（相談員とサビ菅との交流会など）」「権利

擁護（当事者からの話を聞く研修会」「地域啓発（学区訪問）」などネットワークの強化

や障害の理解（啓発）を目的にした活動を実施した。 

 

② 自立支援連絡協議会全体の活動状況 

部会名 計画回数 開催回数 

全体会 2回 2回（※オンライン 2回） 

運営会議 6回 6回（※オンライン 4回） 

相談支援部会 13回 13回（※オンライン 13回） 

福祉ふれあいサポーター部会 10回 10回（※オンライン 7回） 

広報部会 5回 4回（※オンライン 2回） 

ネットワーク部会 7回 7回（※オンライン 7回） 

児童部会 6回 6回（※オンライン 4回） 

合計 48回 48回（※オンライン 38回） 

 

（４）人材育成 

  区内の特定相談事業所に対してアンケートや訪問するなどの方法で状況確認や課題の

整理、困っているケースに対する助言などを行なった 

 

【訪問ヒアリング】 計 10回 

日 時 事業所名 

3月 16日 BRANCO 

3月 17日 はぴり 

3月 17日 REN 

3月 23日 あんあん居宅介護支援事業所 

3月 23日 マーム 

3月 23日 La・まる Ku 

3月 24日 中央療育センター 



 

 

3月 25日 エコスマイル 

3月 25日 ヨナワールド 

3月 31日 一歩 

 

【相談支援従事者初任者研修における実習受入】３事業所４名 

日 時 活動内容 

10月 22日 エコスマイル、ネクストステージ、クローバー 

 

（5）地域移行・地域定着支援 

地域移行支援については、令和 2年度に精神科に入院中の方の契約を 1件行なってい

るが、新型コロナウイルス感染症の影響により「本人との対面での面談の中止」「外出の

禁止」「グループホームの体験の中止」「本人の体調不良」などを理由に必要な支援が行

なえない状況になり、支援がストップしている状況となった。 

精神に障害がある方の地域移行・地域定着を円滑に進められるような仕組みについて

は、オンラインを使用することで「支援地域東ブロック調整会議」「広域アドバイザー会

議」ともに、中止になることなく行なうことができた。 

精神障害者ピアサポーター活用事業については、あかもんの利用者から初めてピアサ

ポーター登録を行なった。登録後、第 1 回目の活動としては自立支援連絡協議会の研修

会（精神障害者の理解を深めるための研修会）に講師役として参加し、本人のこれまで

の生活体験を中心に話をした。その際、ピアサポーター支援者として、鶴舞こころのク

リニックのスタッフも同席することで、当事者と支援者の両方の視点での話をすること

ができた 

 

    契約者数 1名（実績 0件） 

令和 2年度契約者数 1名（実績 0件） 

令和元年度契約者数 1名（実績 2件） 

 

 

【支援地域東ブロック調整会議】 計 8回 

日 時 活動内容 

6月 9日 第 1回東ブロック調整会議代表者会（※オンライン） 

7月 27日 第 1回支援地域東ブロック調整会議（※オンライン） 

10月 7日 第 2回東ブロック調整会議代表者会（※オンライン） 

10月 8日 第 1回住まい確保グループ会議（※オンライン） 

11月 24日 第 2回支援地域東ブロック調整会議（※オンライン） 

12月 9日 第 4回名古屋市精神障害者支援地域調整会議 

1月 28日 第 3回東ブロック調整会議代表者会（※オンライン） 

2月 28日 第 3回支援地域東ブロック調整会議（※オンライン） 

 



 

 

【広域アドバイザー会議】 計 4回 

日 時 活動内容 

５月 12日 第１回アドバイザー・都道府県等担当者合同会議（※オンライン） 

7月 26日 
第１回精神障害者にも対応した地域ケアシステム構築支援事業広域ア

ドバイザー現地支援（※オンライン） 

11月 30日

～12月 6日 

多様な精神疾患等に対応できる医療連携体制の構築支援研修 

（※オンライン） 

12月 7日 アドバイザースキルアップ研修（※オンライン） 

 

 

【精神障害者ピアサポーター活用事業】 

 

   登録者 １名（新規） 

 

【活動】 計１回 

日 時 活動内容 

１２月２日 
中区障害者自立支援連絡協議会 ネットワーク部会 

「精神障害者の理解と配慮について当事者から学ぶ」 

 

 

（6）権利擁護 

【虐待相談件数】 

 虐待通報としては 3件あり、通報内容としては「心理的虐待」「経済的虐待」であっ

た。どのケースも速やかに区役所に報告を行ない、連携を取りながら対応した。また、

経済的虐待のケースについては、「住む場所」「生活保護申請」「働く場所」「相談事業

所」など生活全般の調整を行なった。 

   

    受付件数： ３件 

令和 2年度受付件数 ５件 

令和元年度受付件数 ２件 

 

 

【差別相談件数】 

    受付件数： ０件 

令和 2年度受付件数 １件                            

令和元年度受付件数 ０件 

 

 

 



 

 

  【虐待防止委員会（準備委員会）】 

   令和４年４月から虐待防止委員会を設置することができるよう虐待防止委員会の準

備委員会を 9月より月 1回実施した。メンバーとしては「本部事務」「基幹センター」

「あかもん」「グリーンハウス」「なごみ」「一歩」代表が集まり、虐待防止法や虐待の

定義の確認、虐待案件の検証などを行なった 

 

日時 

9月 14日 

10月 27日 

11月 24日 

1月 26日 

12月 22日 

2月 24日 

3月 17日 

 

 

（7）障害支援区分認定調査 

障害支援区分認定調査については、管轄の中区以外の北区の応援も引き続き行なった 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

中区 16 12 23 19 22 15 20 13 21 15 15 14 205 

北区 6 2 1 2 3 6 4 2 11 3 2 3 45 

合計 22 14 24 21 25 21 24 15 32 18 17 17 250 

 

令和２年度実績 １９５件 

令和元年度実績 ２４５件 

 

（8）障害者賃貸住宅入居等サポート事業による入居支援 

実績： １件 

令和 2年度実績 0 件 

令和元年度実績 2件 

 

（9）障害者自立支援配食サービスのアセスメント等 

 身体 知的 精神 難病 合計 

新規 4 0 7 1 12 

再アセスメント 11 4 11 0 26 

合計 15 4 18 1 38 

 

令和 2年度実績 31 件 

令和元年度実績 26 件 



 

 

（10）障害者サロン（よりみちサロン） 

【よりみちサロン】 開催回数３回（中止８回） 

日 時 活動内容 日 時 活動内容 

4月 24日 

※中止（コロナウイルス感

染症拡大予防の為） 

10月 23日 音楽鑑賞 

5月 22日 11月 27日 音楽鑑賞、イラスト作り 

6月 26日 12月 25日 クリスマスミニゲーム 

7月 24日 1月 22日 
※中止（コロナウイルス感

染症拡大予防の為） 
8月 28日 2月 26日 

9月 25日 3月 26日 

※コロナウイルス対策のため、、グループを A、Bの二つに分け人数制限を行なった 

 

【ふれんず】 計１回（中止３回） 

日 時 活動内容 

4月 23日 
ボラネットなかまんなか連絡会 

※中止（コロナウイルス感染症拡大予防の為） 

8月 30日 
ボラネットなかまんなか連絡会 

 ※中止（コロナウイルス感染症拡大予防の為） 

11月 11日 ボラネットなかまんなか連絡会 

1月 5日 
中区ボランティア交流会 

 ※中止（コロナウイルス感染症拡大予防の為） 

 

（11）区内・市内の各種会議への参加 

【区内活動】 計４回 

日 時 活動内容 

8月 4日 第 4次地域福祉活動計画 推進チーム会議 

10月 6日 第 4次地域福祉活動計画 推進チーム会議 

12月 8日 第 4次地域福祉活動計画 推進チーム会議 

2月 28日 橘学区地域支えあい活動連絡会議 

  

【基幹相談支援センター関係会議等】 計１４回 

日 時 活動内容 

5月 28日 第１回障害者基幹相談支援センター運営・調整会議（※オンライン） 

6月 10日 第 1回名古屋市自立支援連絡会準備会（※オンライン） 

5月 25日 第１回東ブロック会議（※オンライン） 

7月 1日 第 1回障害児相談支援運営連絡会 

７月 15日 第 2回東ブロック会議 

8月 2日 第 1回名古屋市自立支援連絡会（※オンライン） 

11月 1日 第 2回障害者基幹相談支援センター運営・調整会議 



 

 

12月 13日 第 2回障害児相談支援運営連絡会 

12月 23日 第 2回名古屋市自立支援連絡会 

11月 24日 第３回東ブロック会議 

2月 21日 第 3回障害者基幹相談支援センター運営・調整会議 

12月 1日 第４回東ブロック会議 

2月 4日 第 5回東ブロック会議 

3月 28日 第 3回名古屋市自立支援連絡会 

 

 

（12）講師派遣 

【講師派遣等】 計８回 

日 時 活動内容 

6月 16日 

7月 14日 
愛知県相談支援従事者現任研修 演習講師 

8月 26日 

8月 27日 

10月 6日 

11月 4日 

11月 5日 

愛知県相談支援従事者初任者研修 演習講師 

10月 14日 名古屋市障害福祉サービス事業新規参入者研修 

 

 

３ 職員研修・人材育成 

法人内研修としては「基幹相談センター、あかもん、グリーンハウスの合同研修会」

を中心にしながら臨時で「虐待研修」「ZOOM 研修」を行なった。合同研修については

事例検討をベースにしながら「司会」「書記」「事例提供者」などの役割を設定し、年間

を通して繰り返し研修を行なった。 

法人内で獲得することが困難な内容については、32回に及ぶ外部の研修に積極的に参

加することでスキルアップの向上に努めた。 

 

【研修】 計 3回 

日 時 活動内容 

7月 16日 ティンクルなごや虐待案件ついて 

10月 12日 

10月 14日 

ZOOM使用方法について 

講師「ラディックス」 

 

 

 

 



 

 

【合同研修】（基幹相談支援センター＋あかもん＋グリーンハウス） 計６回 

日 時 活動内容 日 時 活動内容 

4月 14日 

事例検討会 

「うつ病」 

「胃がん」 

10月13日 

事例検討会 

「ピエールロバン症候群」 

「知的障害」 

6月 9日 
事例検討 

「知的障害」 
12月 8日 

事例検討会 

「身体障害（体幹機能障害）」 

「知的障害」 

8月 20日 
事例検討会 

「うつ病」 
2月 9日 

令和 3年度研修振り返り 

令和 4年度計画 

 

 

 

【外部研修】 計３２回 

年月日 研修名 主 催 内   容 

6月16日 

７月14日 

８月11日 

愛知県相談支援

従事者現任研修 
愛知県 

合同講義・演習 

「相談支援専門員の更新に伴う研修」 

6月15日 

7月13日 

8月10日 

愛知県相談支援

従事者現任研修 

 

愛知県 

 

オンライン合同講義・演習 

「相談支援専門員の資格の更新」 

8月20日 
精神障害者への

支援を学ぶ 

名古屋市精神

保健福祉セン

ターここらぼ 

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

構築推進事業において行われる精神障害者の

地域移行関係職員に対する研修」 

9月 8日 

障害者差別「地域

の相談窓口」従事

者向け研修 

名古屋市障害

者差別相談セ

ンター 

オンライン研修 

「障害者差別解消に向けた建設的な対話」 

事例報告・事例検討 

9月16日 

「権利擁護と青年

後見人制度」～事

例を通して意思決

定支援を考える～ 

名古屋市成

年後見あん

しんセンタ

ー 

オンライン講義 

「権利擁護と成年後見制度(基礎編)・中核機関として」 

「成年後見制度と意思決定支援」 

「意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドラインから

学ぶ」 

10月1日～

10 月 18 日 

福祉・介護の職場

環境改善研修 

愛知県社会

福祉士協議

会 

オンライン講義 

「コロナ禍・アフターコロナにおける働きやす

い環境づくりと人材養成の要点」 



 

 

10月18日 
名古屋有志の会

事例検討 

鶴舞こころ

のクリニッ

ク 

オンライン研修（事例検討会） 

「子育てで苦しんでいる発達障害の 20 代女性

のケース」 

7月19日 
名古屋有志の会

事例検討 

鶴舞こころ

のクリニッ

ク 

オンライン事例検討 

「父親への怒りを抱えつつ支援を拒否し続け

80 代の母親と同居するアルコール依存症の

30代男性のケース」 

10 月 1 日～

10 月 31 日 

子どものこころの

健康を考えるシン

ポジウム 

公益社団法人

日本精神神経

科診療所協会

児童青少年問

題関連委員会 

オンライン講習 

「愛着障害をめぐって～愛着障害って何だろ

う？～」 

10月26日 
ピアサポーター

養成研修 

名古屋市精

神保健福祉

センター 

「ピアサポーター養成研修」 

12月2日 

つながろうみん

なにやさしい日

本語で「やさしい

日本語」研修 

中区社会福

祉協議会 

「外国の方をはじめ、高齢者・障害者、こども

にわかりやすい「やさしい日本語」とは何か」 

12月2日 

精神障害者にも対

応した地域包括ケ

アシステム構築支

援事業多様な精神

疾患等に対応でき

る医療連携体制の

構築支援のための

研修会 

精神障害者

にも対応し

た地域包括

ケアシステ

ムの構築支

援事業事務

局 

オンライン説明・講義 

「第7次医療計画の現状と第8次計画に向けた検

討会について」 

「630調査とその活用について」 

「NDBについて」 

12月7日 

精神障害にも対応

した地域包括ケア

システム構築支援

事業アドバイザー

のスキルアップの

ための研修 

精神障害者

にも対応し

た地域包括

ケアシステ

ムの構築支

援事業事務

局 

オンライン研修 

行政説明「地域精神保健への期待」 

講義「地域精神保健を基礎とした包括的支援

の重要性」 

グループワーク「相談支援における地方自治

体の役割」 

12月17日 EUCOMS研修 

鶴舞こころ

のクリニッ

ク 

オンライン研修 

「地域におけるすべての人のためのリカバリー

について」 

 



 

 

12月28日 

なるほど！なっ

とく！高次脳機

能障害 

NPO 法人

笑い太鼓 

インターネット配信 

「高次脳機能障害当事者のこころ、家族のここ

ろ」 

1月1４日 

愛知県若年性認

知症自立支援ネ

ットワーク研修 

愛知県福祉

局 

オンライン研修 

「愛知県若年性認知症支援コーディネーター事

業について」 

１月18日 
双極性障害の基礎

知識 

医療法人輝

豊会 
※中止（コロナウイルス感染症拡大予防の為） 

１月19日 

地域共生社会の

実現に向けた包

括的な相談支援

体制構築のため

の研修会 

市社協 

オンライン研修 

「地域共生社会の実現に向けた包括的な相談支

援体制の構築」 

１月25日 

愛知県青年後見

制度利用推進研

修 

愛知県 
オンライン研修 

「成年後見制度と意思決定支援の基礎理解」 

2月３日 
障害者虐待防止講

演 

名古屋市障

害者虐待相

談センター 

オンライン研修 

「障害者福祉施設・障害福祉サービス事業所職

員における虐待防止に向けて」 

2月 4日 
名古屋市若年性

認知症講演会 

名古屋市認

知症相談支

援センター 

オンライン研修 

「若年性認知症の人ともに創る地域共生社会」 

2月14日 

知ることから始

めるピアサポー

ト 

西区自立支

援連絡会 

オンライン研修 

「ピアサポートについて」 

2月15日 
経営者・施設長セ

ミナー 
市社協 

オンライン研修 

「社会福祉施設における利用者、家族等からの

ハラスメント防止」 

2月16日 
EUCOMS ネッ

トワーク名古屋 

鶴舞こころ

のクリニッ

ク 

オンライン研修 

「事例検討会」 

2月28日 

障害者差別「地域

の相談窓口」従事

者研修 

名古屋市 

オンライン研修 

「障害者雇用について考える」 

「雇用場面での障害者差別解消について」 

 



 

 

3月 4日 

名古屋市相談支

援従事者研修（共

通全体研修） 

名古屋市 
オンライン研修 

「サービス等利用計画と個別避難計画」 

3月 4日 

名古屋市相談支

援従事者研修（中

堅研修） 

名古屋市 
オンライン研修 

「地域づくりのポイントについて」 

3月 8日 
双極性障害の基

礎知識 

医療法人輝

豊会 

オンライン研修 

「気分障害（双極性障害）の基礎知識」 

 

 

４ 職員ミーティング 

計１２回 

内 容 時 間 

現場会議 第 4水曜日 18:00～20:00 

4月 28日 

5月 27日 

6月 23日 

7月 28日 

8月 25日 

9月 22日 

10月 27日 

11月 24日 

12月 22日 

1月 26日 

2月 22日 

3月 23日 

 

 

５ 精神障害者地域活動支援事業「あかもん」との連携 

  定期的にあかもん会議（第１，3水曜日）やあかもん研修（奇数月第 2水曜日）に基

幹センターの職員が参加し、情報共有や各種ケースについて協議を行なった。また、ピ

アサポート活動事業について、あかもんや鶴舞こころのクリニックと連携しながら取り

組んだことで、ピアサポーターの登録につなげることができた 

 

 

６ 事業提携（スーパーバイズ契約） 

  「自立支援連絡協議会に同行」「講師派遣へ同行」「各種ケースに対する助言」「ピアサ

ポーターについての協力」など精神疾患のある方への対応や地域での活動に対する協力

を依頼した。 

 

 

７ 地域の「総合水防訓練」「総合防災訓練」への参加   

コロナウイルス感染症の影響により「総合水防訓練」「総合防災訓練」が中止となった。 

 

 

 



 

 

【精神障害者地域活動支援事業 あかもん】 

 

１ 総論 

  令和３年度は名古屋市からの 5年間の業務委託となった３年目の年度であった。新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により緊急事態宣言（５月、8月）、まん延防止等重点

措置（４月、６月、８月、１月）、愛知県厳重警戒措置（７月、１０月）の期間において

営業時間の短縮（１０：３０～１８：００→１０：３０～１７：００）の対応を行なっ

た。また、各部屋の利用人数の制限やプログラムの制限、見学・体験者の制限などを行

いながら１年間取り組んだ。結果としてあかもん登録者や見学・体験者に新型コロナウ

イルス感染症に感染した人は１人もでることはなかった。厳しい制限の状況下の中であ

ったが、利用者の状況（登録、見学、体験、延べ、１日平均）については令和２年度と

同様の水準で取り組むことができた。 

また、精神障害者ピアサポーター活用事業については、あかもんの利用者から初めて

ピアサポーター登録を行ない、自立支援連絡協議会において講演活動も行なうことがで

きた。 

 

 

２ 支援体制と職員配置（令和４年３月末現在） 

  ６月に常勤職員 1名採用したが、１０月に常勤職員１名退職となった。スーパーバイ

ズ契約を結んでいる鶴舞こころのクリニックの職員が４月から１名増員となり、月１回

の派遣から毎週木曜日に１名派遣へと変更になった。 

 

職 員 資 格 

常勤専従 2名 

非常勤専従４名 

精神保健福祉士 

社会福祉士 

看護師 

※うち、鶴舞メンタルクリニックスタッフ 2名（スーパーバイズ契約） 

 

 

３ 直接処遇業務 

登録者については４月の３０名スタートから５名（他区 5名）増え、３５名となった。 

新型コロナウイルス感染症の対策のため、部屋ごとの人数制限や 1 日当たりの体験者や

見学者の人数制限を行ったことにより、利用者の数（見学・体験・登録）は昨年と同じ

ような数値となった。 

新型コロナウイルス感染症の影響により昨年度同様、人数制限など感染症対策を行い 

ながら行えるプログラムに限定し、活動を行なった。 

年度末に利用者全員に対してアンケート調査を実施し、令和３年度の評価や令和４年 



 

 

度以降新型コロナウイルス感染症対策を行いながら行える活動について再度利用者の意

見と確認する対応を行なった。また、東ブロックと共同で新型コロナウイルス感染症の

対応に関するアンケートも実施し、今後の対応について名古屋市と協議するために情報

収集を行なった。 

 

 ＜見学・利用体験、登録者の人数＞  

 累計登録者数 見学者数 体験者数 開所日数 延べ人数 1日平均 

4月 30 2 3 22 179 8.1 

5月 32 4 2 19 117 6.2 

6月 32 1 0 23 137 6.0 

7月 34 0 0 21 124 5.9 

8月 35 2 0 22 128 5.8 

9月 35 1 0 21 116 5.5 

10月 35 1 0 22 131 6.0 

11月 35 4 1 21 144 6.9 

12月 35 0 0 21 131 6.2 

1月 35 1 1 20 124 6.2 

2月 35 2 0 19 121 6.4 

3月 35 1 1 23 133 5.8 

合計 35 19 8 254 1585 6.2 

ｒ2年 35 15 17 255 1530 6.0 

ｒ１年 27 32 28 251 2183 8.6 

 

＜登録者地域＞                       
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＜登録者の主な疾病＞ 

精神疾患 その他の障害 

広汎性発達障害 

双極性障害 

統合失調症 

自閉症スペクトラム 

うつ病 

不安神経症 

解離性障害 

脳性麻痺 

言語機能障害 

弾性線維性黄色腫 

視覚障害 

下肢機能障害 

知的障害 



 

 

強迫性障害 

不安障害 

パーソナリティ障害 

気分変調症 

中毒性精神病 

パラノイア 

 

 ＜創作的活動又は生産活動の機会の提供に関する業務＞ 

活動種別 活動内容 

創作活動 飾り作り（七夕、ハロウィン、冬の季節、クリスマス、正月、春

の季節、雛飾りなど）、絵手紙、折り紙 

音楽活動 音楽鑑賞（CD、YouTube） 

外出活動 散歩 

教養活動 DVD 鑑賞、パソコン、○×クイズ（食中毒、感染症勉強を含む） 

ミーティング あかもんトーク 

災害対策 防災訓練（避難場所の確認、非常食配布等）、防災○×クイズ 

 

 ＜社会との交流の促進に関する業務＞ 

日 時 地域のイベント 

4月～3月 ※活動の自粛（コロナウイルス感染症拡大予防の為） 

 

 ＜日常生活に必要な便宜を供与することに関する業務＞ 

業務内容 

面談 

担当者会議参加 

家族との連携（情報共有） 

医療機関との連携（情報共有） 

障害福祉サービス事業所との連携（情報共有） 

 

 

４ 地域の事業所等との連携と普及啓発等事業 

新型コロナウイルス感染症の影響により、医療関係への普及啓発活動については、昨

年度同様、郵送での対応を中心に行なった。実習生の受け入れについては、１日の受け

入れ人数を１名に制限しながら対応を行なった。 

自立支援連絡協議会や地活交流会への参加については、オンライン形式での開催が多

く、オンライン開催に対応できるようあかもんでオンライン研修会を実施するなどの対

策を行ないながら各会議に参加した。 

精神障害者ピアサポーター活用事業については、あかもんの利用者から初めてピアサ



 

 

ポーター登録を行なった。登録後、第 1 回目の活動としては自立支援連絡協議会の研修

会（精神障害者の理解を深めるための研修会）に講師役として参加し、これまでの生活

体験を中心に話をした。その際、ピアサポーター支援者として、鶴舞こころのクリニッ

クのスタッフも同席することで、当事者と支援者の両方の視点での話をすることができ

た。 

 

＜中区障害者自立支援連絡協議会＞ 計３回 

日 時 活動内容 

11月 15日 

相談支援部会（オンライン） 

グループワーク 

「サービス管理責任者と相談支援専門員のネットワー

クを作る」 

11月 19日 

全体会（オンライン） 

協議会報告 

研修会「中区防災の取り組みについて」 

1月 27日 
ネットワーク部会（オンライン） 

「難病の理解と配慮について当事者から学ぶ」 

 

＜地域活動支援事業所交流会＞ 計１回 

日 時 活動内容 

10月 27日 

くつろぎ処（オンライン） 

グループワーク 

「各地活の状況と課題について」 

 

＜医療関係への普及啓発活動＞ 

※コロナウイルス感染症拡大予防の為、郵送による営業に変更 

中 区 他 区 

大須メンタルクリニック 

上前津こころのクリニック 

中メンタルクリニック 

ひだまりこころのクリニックサンシ

ャイン栄院 

名古屋医療センター 

かゆかわクリニック 

クリニック徳 

はたの医院 

ひだまりこころクリニック金山院 

森川クリニック 

青木クリニック 

木村神経科 

なごやメンタルクリニック 

林内科クリニック 

たけうち心療内科 

平安通クリニック 

金山橋クリニック 

石井クリニック 

からだと心 泉やわらかクリニック 

愛知県精神医療センター 

名古屋大学医学部付属病院 

今池内科・心療内科 

精治寮病院 



 

 

なごや在宅診療所 

千種さわやかクリニック 

スカイル内科（心療内科・心理相談） 

栄メンタルクリニック 

岡 神経内科 

広小路メンタルクリニック 

心療内科・内科リエゾンメディカル

丸の内 

南メンタルクリニック 

鶴舞こころのクリニック 

金山メンタルクリニック  

藤田こころのケアセンター 

もりやま総合心療病院 

あいせい紀年病院 

八事病院 

愛知医科大学病院 

船山メンタルクリニック 

大高クリニック 

中村公園メンタルクリニック 

のなみ心療クリニック  

 

＜社会福祉士見学者（見学及び体験）受け入れ＞ 

学 校 受入人数 

淑徳大学 4名 

東京福祉大学 2名 

日本福祉大学中央福祉専門学校 3名 

金城学院大学 1名 

東海医療科学専門学校 1名 

合計 11名 

 

 

５ 開所日及び開所時間 

緊急事態宣言やまん延防止措置発令時は名古屋市と相談しながら、開所日は変更せず、

営業時間を１０：３０～１７：００に短縮する対応を行なった。 

 

   通常 月曜日～金曜日、第２土曜日（１０：３０～１８：００） 

   短縮 １０：３０～１７：００ 

 

 

６ 職員研修・人材育成 

  研修については、それぞれの課題の内容により「法人内研修（あかもん）（合同）」「外

部研修」に分けて取り組んだ。内部研修については、部署に必要な共通の課題について

確認できる場として、基幹センターやグリーンハウスなどとも連携しながら行なった。

外部研修については、法人内ではカバーできないより専門性が高い内容について学ぶこ

とができるようにした。 

 

 

 



 

 

【法人内研修（あかもん）】計６回 

日 時 活動内容 日 時 活動内容 

5月 2日 防災について 11月10日 
ZOOMの使い方 

（ラディックス外部講師） 

7月 16日 
権利擁護について 

「虐待・差別など」 
1月 12日 地活・基幹 Cについて 

9月 8日 
緊急時の対応確認 

非常口確認 
3月 9日 

令和 3年度研修振り返り 

令和 4年度研修計画 

 

 

【法人内研修（合同研修）】 計６回 

日 時 活動内容 日 時 活動内容 

4月 14日 事例検討（あかもん） 10月13日 事例検討（グリーンハウス） 

6月 9日 事例検討（グリーンハウス） 12月 8日 事例検討（グリーンハウス） 

8月 20日 事例検討（あかもん） 2月 9日 振り返り、令和 4年度計画 

 

 

【外部研修】 計５回 

日 時 研修名 主 催 内   容 

7月 19日 

リハビリテ

ーションセ

ンター説明

会 

名古屋市総合

リハビリテー

ション事業団 

講義 

「センター概要、取り組み紹介、利用

方法について」 

9月 22日 
薬学基礎知

識研修 

名古屋市社会

福祉協議会 

講演 

「薬の知識、疾病・症状と薬について」 

10月 1日 
感染症対策

研修 

名古屋市社会

福祉協議会 

講演、グループワーク 

「感染症対策の基本」 

１１月１０日 
対人援助技

術研修 

名古屋市社会

福祉協議会 

講演、グループワーク 

「対人援助技術とは」 

2月 4日 
障害年金に

ついて 

名東区障害者

基幹相談支援

センター 

講演、グループワーク 

「障害年金のいろは」 

 

 

 

 

 

 



 

 

７ 職員ミーティング 

  月２回、あかもんスタッフと基幹センターの代表スタッフが集まり、利用者の近況や

支援状況、あり方についての確認の場として現場会議を実施した。また、登録希望者の

申請書類が整った際には、登録に対する判定会議を実施した。 

  また、スタッフ間の情報共有や課題整理をするために、あかもんスタッフだけのミー

ティングも月２回実施した。 

 

＜現場会議（判定会議）＞第１、３水曜日 ９：００～１０：３０ 計２３回 

開催日時 

4月 7日 7月 21日 10月 22日 1月 19日 

4月 21日 8月 4日 11月 5日 2月 2日 

5月 19日 8月 18日 11月 24日 2月 16日 

6月 2日 9月 1日 12月 1日 3月 3日 

6月 18日 9月 15日 12月 15日 3月 16日 

7月 7日 10月 6日 1月 5日  

 

＜職員ミーティング＞第１、３金曜日 ９：３０～１０：００ 計２３回 

開催日時 

4月 2日 7月 2日 10月 1日 1月 21日 

4月 16日 7月 14日 10月 11日 2月 4日 

5月 7日 8月 6日 10月 19日 2月 18日 

5月 21日 8月 20日 12月 3日 3月 11日 

6月 4日 9月 3日 12月 17日 3月 18日 

6月 25日 9月 17日 1月 7日  

 

 

８ 虐待防止委員会（準備委員会） 

   令和４年４月から虐待防止委員会を設置することができるよう虐待防止委員会の準

備委員会を 9月より月 1回実施した。メンバーとしては「本部事務」「基幹センター」

「あかもん」「グリーンハウス」「なごみ」「一歩」の代表が集まり、虐待防止法や虐待

の定義の確認、虐待案件の検証などを行なった。 

 

日時 

9月 14日 

10月 27日 

11月 24日 

1月 26日 

12月 22日 

2月 24日 

3月 17日 
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【名古屋市重症心身障害児者施設ティンクルなごや 

＜医療型障害児入所施設・療養介護・短期入所（医療型）＞】 

 

１ 総 論 

 「すべての人の生命、最も弱いものの生命がひとりももれなく守られ、成長が育まれ、

豊かな人生が過ごせる社会の実現に寄与する」という施設の基本理念のもと、平成２７年

度の開設以来、「生活支援」、「在宅支援」、「地域連携」などの基本方針を定め、「安心、安

全、思いやり、温もりのある療養環境」の提供に努めてきた。 

しかしながら、令和３年度は、前年９月に発生した虐待事案について、未然に防止でき

なかったこと、及び発生後の対応に遅延を来したことを真摯に反省し、再発防止と信頼回

復に向け、ゼロからのスタートを切った一年であった。 

また、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底しながら、利用者の安心・安全を最優先

とした施設運営に努める一方、長引くコロナ禍における療育活動のあり方をはじめ、保護

者の方々への情報発信や交流のあり方について試行錯誤の一年でもあった。 

こうした中、長期入所（設定定員８０名）については、年間平均稼働率 91.1％（年間

平均入所者数７２．９人、※令和２年度７３．０人）で、令和元年度に達成した「公的医

療機関等２０２５プラン」の目標稼働率 90%を維持している。 

 

２ 稼働実績 （カッコ内は令和２年度） 

施設全体（定員 90名）の年間稼働状況については、一日平均利用者数 76.2名（75.0

名）で、稼働率は 84.7％（8３.3％）であった。 

【一日平均利用者数推移】 

区  分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

長期入所 66.3 73.0 72.9 

短期入所 6.3 2.0 3.３ 

全  体 72.6 75.0 76.2 

※ 長期入所者には、有期限利用者１名（2名）を含む 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、短期入所については個室対応と

し、６名（各病棟 2名）の受け入れ枠で運用を行った。 

ただし、個室化工事の実施に伴い、令和３年 9月は 2名（２階病棟は休止、3階東・西

各１名）に、また、10 月から令和４年 1 月までは３名（各病棟１名）に受け入れ枠を暫

定的に縮小して運用を行った。 



 

 

３ 職員配置 

 持続的・安定的かつ効率的な施設運営を図るべく必要な人員確保と適切な人材配置に努

めた。 

【職員数一覧表】 (各年度末現在)                     (単位:人) 

区 分 

医師 看護師 生活支援員 理学療法士 
薬剤・栄養 
・事務等 

計 

常勤 非常勤 
常勤 

換算 
常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 

令和元年度 2 9 6.4 58 5 33 1 3 2 16 10 109 27 

令和２年度 2 ８ 6.2 63 5 35 2 3 1 15 11 118 27 

令和３年度 ２ 10 6.2 63 2 28 2 ４ 1 15 13 112 28 

＊医師常勤換算は宿日直は含まない 

＊令和 3 年度年度末現在産休・育児休業 5 名を含む(看護師 1、生活支援員 2、薬剤師 1、管理栄養士 1) 

４ サービス 

 (1) 生活支援 

ア 長期入所利用（医療型障害児入所施設、療養介護） 

【入所者の推移・内訳】                              （単位：人） 

区  分 令和元年度 令和２年度 令和3年度 

実入所者数 (３月31日現在) 73 74 74 

 18歳未満 11 9 9 

 18歳以上 62 65 65 

 超重症児者数 11 12 11 

 準超重症児者数 17 15 17 

 呼吸管理 21 20 19 

  人工呼吸器あり 11 11 11 

  
気管切開あり 
(人工呼吸器なし) 10 9 8 

 経管栄養(胃ろう、経鼻等) 45 45 45 

 学校教育 9 9 8 

  訪問教育 6 6 5 

  通    学 3 3 3 

 

令和 4年３月末時点の超・準超重症児者数は 28名（長期入所者の 37.8％） 

 → 7:1看護体制の届出基準＝30％ 

 



 

 

【他院受診件数の実績】                        (単位：件) 

年 度 耳鼻科 眼科 内科 皮膚 小児 整形 外科 泌尿器 その他 合計 

元 43 9 38 30 20 12 33 36 28 249 

2 42 2 27 11 18 18 26 19 23 186 

3 53 ２ 22 25 16 31 35 18 21 223 

 

イ 入所調整会議 

本人の心身の状況や家族の介護状況などから、入所の必要性・緊急性を確認し、入

所調整会議での審議を経て、入所者の決定を行っており、令和３年度は３件について

計３回開催された。(集合開催1回、持回り開催2回) 

入所調整会議は、名古屋市が設置し医師及び行政関係者によって構成している。 

【令和３年度会議開催状況】                     (単位：人) 

審査日 審査件数 
選考者数 

（承認） 

令和４年３月末現在 

入所中 退所 辞退 調整中 

8月5～13日（※）  1 1  １   

12月1日 １ １ １    

3月29～30日（※） １ １    １ 

計 3 3 １ １  １ 

  ※ 緊急枠での受け入れのため持ち回りにより開催 

 

ウ 措置入所 

  児童相談所との調整による措置入所児童について、前年度から引き続き５名受け入

れるとともに、一時保護委託により児童3名を受け入れた。(令和２年度の実績1名) 

エ 重度化等への対応 

・ 日々の看護や生活支援、リハビリテーションを通じ、状態変化の早期発見に努め、

二次障害や合併症、感染症等の予防に努めた。 

   【リハビリテーションの実施件数】       (延べ)                             

区 分 年間計 

実施件数 8,973件 

単位（１単位／20分） 12,662単位 

・ 「院内感染対策指針及びマニュアル」に基づいた感染対策を徹底するとともに、

感染対策委員会を月1回定期的に開催し、感染対策の実施状況について進行管理

を行った。 

・ 褥瘡対策委員会を月1回定期的に開催し、褥瘡の予防対策について進行管理を行

った。 

 



 

 

オ 保護者との協力 

・ 保護者会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催が中止されたが、役員を通

じて必要な連絡調整等を随時行った。 

・ 家族の面会 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、居室での面会を引き続き中止

とする一方、感染対策を徹底したうえで、予約制による窓越し面会、オンライン

面会を実施するとともに、11月からは屋内でのビニール越し面会を開始した。 

【面会実施状況】                        （単位：件）   

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 年間 

合計 97 84 84 84 90 92 86 91 97 93 85 92 1,077 

一日平均 3.9 3.7 3.2 3.5 3.5 3.8 3.3 3.8 3.6 3.7 3.9 3.5 3.6 

※「一日平均」は、面会設定日数で除した数 (土曜・祝日を除く) 

カ 行事等 

・ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「ティンクルまつり」(行事型交流

イベント)を中止する一方、これに代わる日常密着型リモート発信企画（「千日紅

(幸)プロジェクト1）を実施した。 

・ 屋内での全体行事として「ハロウィンイベント」を企画し、病棟・ユニット単位

での分散開催ではあるが、共通のコンセプトのもとで開催した。（10月22日） 

・ ボランティアによる訪問型イベント等についても、引き続き原則中止とする中、

市中感染状況が落ち着いた時期にあっては、北文化小劇場の協力により、窓越し、

ビニール越しで「ホスピタルクラウン」の来訪を受けた。（11月25日） 

・ その他、感染対策に配慮しながら病棟ごとに毎月の誕生会をはじめ、季節行事(節

分、ひな祭り、お花見、七夕、運動会、クリスマス等)、音楽療法などの日中活

動を実施した。その際の状況などを、家族にご覧いただけるよう、施設ホームペ

ージ上のブログを通じて、メッセージや画像で近況報告を行ってきたが、今年度

は新たに動画での配信も開始した。 

・ また、1階交流ホールなどに季節のアレンジメントを施し、保護者の方と利用者

の皆さんの面会空間のアメニティの充実に工夫を凝らした。 

 

キ 特別支援学校との連携 

・ 名古屋特別支援学校と連携し、通学と訪問により学齢期の入所者の義務教育が確 

実に保障できるよう努めた。 

・ 2名が通学し、5名が訪問教育を受けた。 

※なお、別に1名は本人(保護者)意向により港特別支援学校に通学した。 

 
1 利用者一人ひとりが春から夏に千日紅の花を育て、ハーバリウムに加工、保護者からのメッセージと

ともに画像にし、スライドショーで配信する企画 



 

 

・ 名古屋特別支援学校とは学校事業や児童生徒に関する定期的な情報交換を行った。 

    

ク 介護リフト 

    ベッド、車いすへの移乗や入浴介護にあたっては、原則、介護リフトを使用する

ことを徹底し、利用者の安全確保に努めるとともに、職員の腰痛防止等の健康管理

に努めた。 

 

ケ その他 

・ 利用者一人ひとりに対する理解を深め、個別支援計画内容の充実を図りながら、

計画に則ったケア、生活支援を行った。 

・ 毎月1回、給食委員会を開催し、栄養状態や食事内容の改善を図った。 

・ 原則週3回の入浴や適時の排泄交換、汚れた衣服の随時交換等、清潔で快適な生

活の維持に努めた。 

 

(2) 在宅支援 

ア 短期入所 

・ 利用者や保護者の安心につながる支援が受けられるよう、医療的ケアの状況や直

近の健康状態、家庭での生活の様子などについてきめ細かく聴き取りを行うとと

もに、利用日や時間帯について可能な限り希望に沿うよう丁寧な利用調整に努め

た。 

・ また、改善要望の高かった予約方法について、令和４年3月受付分からインター

ネットによる利用予約を開始し、従来の電話予約に伴う保護者の時間的ストレス

の軽減を図った。 

【利用状況】                                 (単位:人) 

    区   分 年間計 月当り 一日平均 

延利用者数(日) 1,189 99.1 3.3 

未利用者数（人） 378 31.5 2年度：2.0 

元年度：6.3 超重症児(日) ８９ 7.4 

準超重症児(日) ２８９ 24.1 

利用件数(件) ３９１ 32.5 

年度末契約者数（人） １２３ － 

 

 イ 相談支援  

・ 施設入所(長期入所)や短期入所利用に関する保護者や関係機関からの相談に随

時対応するとともに、児童相談所からの一時保護委託等の相談に対応した。 

区  分 相談件数(実件数) 



 

 

施設入所相談 9 

短期入所利用相談 21 

措置入所相談 0 

一時保護委託相談 3 

 

(3) 地域連携 

 ア 西部医療センターとの連携状況 

・緊急時、急変時に救急医療の対応を依頼した。 

・木曜日の時間外に皮膚科医師の定期派遣が開始された。（令和4年1月から） 

・土曜日の日直について、西部医療センター医師の派遣を受けた。 

 イ 北歯科保健医療センターとの連携状況 

・ 利用者の歯科治療（実人数55人、延受診日数325 日） 

 

 ウ 関係機関との連携 

・ 愛知県重症心身障害児者療育ネットワーク会議、同部会等の会議に参加し、重症

心身障害児者施設の運営に関する共通課題や制度改正への対応などについて連

携を深めている。（オンライン参加を含む） 

・ 市内の医療機関、障害者基幹相談支援センター、児童相談所、重症心身障害児者

関係施設などと、障害児者の受け入れに係る個別調整や代替サービスの情報交換

などを行い、関係機関相互の連携強化、顔の見える関係構築に取り組んだ。 

エ 支援者向け講演会の実施 

・ 日本ケアラー連盟代表理事で重症心身障害のある子の親でもある児玉真美氏を

講師に「私たちは普通に老いることができない」と題し、高齢化していくご家族

の思い等について、ZOOMによる講演会を実施した。(1月14日) 

・ その後、他の重症心身障害児者施設や障害福祉サービス事業者など関係機関に周

知し、当日の講演録画をYouTube上で希望者に公開した。（27か所、102名か

ら視聴申込） 

 オ 在宅相談支援機能の構築に向けた検討 

・ 在宅の重症心身障害児者とその保護者・家族が抱える医療や福祉、生活上の課題

の実相に接近し、当施設が担うべき役割と課題解決のためのネットワーク構築の

方向性を明らかにするための調査に着手した。 

・ 令和３年度は、障害者基幹相談支援センター１６か所のうち、方面別ブロックの

幹事センター４か所とティンクルなごや所在区のセンター１か所の計5つの基幹

相談支援センターに聴き取りを行った。 

 

(4) 広報・ＰＲの実施 



 

 

・ ホームページにおいて動画配信による近況報告を開始したほか、ブログの掲載等

により施設及び利用者情報の発信に努めた。 

・ 機関紙「ティンクルなごや通信」を作成し、利用者家族、近隣学区、関係施設等

に配布した。紙面を通じ、日中活動の紹介やスタッフのメッセージなど施設の近

況を報告している。 (発行年2回、各1,100部) 

(5) 利用者の苦情・要望等の把握・対応 

  ア 「苦情申立相談処理実施要領」に基づき、利用者の苦情・要望等の申し出につい

て対応を行っている。 

  イ 苦情対応・解決のための環境整備 

・ 苦情受付窓口 相談員 

・ 苦情解決責任者 総務部長 

・ 第 三 者 委 員 西部医療センター長 名古屋特別支援学校校長 

・ 苦情件数 ０件 

・ 感染防止対策の影響で来所者数が大幅に減少するなか、電話や面会時の来所機

会等を捉え意見・要望の把握に努めた。 

 (６) 利用者満足度調査 

  ア 期  間 

令和３年9月15日～11月8日 

  イ 対  象 

施設入所者、短期入所利用者（いずれも利用者の保護者が回答） 

  ウ 内  容 

     職員の対応、設備・環境、生活支援、ご家族への対応について、満足度を調査 

  エ 方  法 

施設入所者、短期入所利用者とも郵送により実施 

  オ 結  果 

【回答率】 

施設入所利用者：回答率 58.1％（４3／74 家庭）  

    【令和２年度 63.0%（46／73 家庭） 

短期入所利用者：回答率 36.8％（42／114家庭） 

【令和２年度 39.5%（49／124家庭） 

【概 要】 

・ 長期入所など施設入所利用者を対象に、「職員の説明の分かりやすさ」、「尋

ねやすい雰囲気」等３～６項目についての評価(５段階)を職種別に尋ねた。 

・ 評価付けがあった回答のうち、「良い」と「まあまあ良い」を合わせた肯定

的な回答は、全体平均では約８割(78.1%)に上ったが、前年度と比べると

3.4ポイントの減少となった。 



 

 

・ 「質問や意見が言いやすい雰囲気か」の設問では、職種を問わず前年度か

ら減少し、２～２０ポイントの減少幅となった。 

・ 一方、「わからない」の回答率が回答者全体の 5.8%（2年度/3.4%）ある

ほか、無回答の割合も 12.4%（2年度/6.2%）みられるなど、長期化す

るコロナ禍で、職員との接触機会が制限されていることの影響で、評価そ

のものが難しくなっている点も窺われる。 

・ また、新型コロナウイルス感染拡大防止に関しては、対策のあり方に対し

肯定的な評価が 87.5%であった一方、面会の方法や頻度、時間について

の肯定的評価は 6～７割という状況であった。 

・ 短期入所利用者については、自由記述の中で従来の電話での予約方法に対

する改善要望が多く寄せられたほか、感染対策へのご理解を頂く一方で、

個室対応下での滞在中の過ごし方への不安の声も寄せられた。 

カ 保護者へのフィードバック 

12月に集計結果、自由記述への文書回答を郵送  ※詳細別添 

(7) 新型コロナウイルス感染症等への対策 

ア 施設内での感染予防策 

・ 職員、ご家族、業者等入館者の検温、手指消毒、マスク着用を徹底した。 

・ 施設内における、職員・入所者等のゾーニングを実施した。 

・ 他院受診等で施設外へ出られた方については、個室により 2週間の健康観察

を実施した。また、体調の悪化が見られる方については、速やかに個室に移動

していただく対応を行った。 

・ 短期入所利用者に対しては、２月１日以降、利用当日に抗原検査を実施し陰性

を確認して入所していただくこととしたほか、感染が急拡大する局面にあって

は一時的に短期入所の利用自粛を要請し協力を求めた。 

・ ワクチン接種の対象となる利用者、施設職員、及び施設内に常駐する委託事業

者職員を対象に３回の接種を行ってきた。 

イ その他の対策 

・ 感染対策の観点から、医師、看護師、生活支援員、コメディカルスタッフに制

服を導入し、貸与及び洗濯を業務委託する契約を新たに締結した。 

(R3.9.1～R4.3.31、委託金額 2,688,246 円税込み） 

・ 個室対応できる居室を増やすため、各病棟デイルーム奥にある２床室（計６室）

を個室化(2室化)する改修工事を実施した。(工期 R3.9～12月) 

    ※ 施設関係者の感染状況：利用者／なし、職員／2名 (9月、1月) 

 (8) 災害への対策・対応 

  ア 「消防（防災）計画」「防災マニュアル」等に基づき、訓練を行った。 

    ・総合訓練 ２回実施（9月、3月） 



 

 

    ・避難訓練 ８回実施 

     通常の避難に加え、消防署への通報訓練、消火器取扱訓練等を行った。 

イ 防災委員会で備蓄の状況や災害時の対応について確認・検討を行った。 

大災害時の備蓄用の水(3日分)、食料、衛生材料等の消費期限を確認した。 

 

(9) 事故等の予防・対応 

  ア 「医療安全管理指針」等に基づく対策等について、新規採用者に研修を行った。 

  イ 医療安全管理委員会等が主催し定期的に職員研修等を行うとともに、事故等発生

時には、事故報告を踏まえ再発防止に向けた取り組みを徹底している。 

      名古屋市への事故報告は以下のとおり 

・利用者の骨折（4月 6日、16日発生） 

・体位変換介助時の不適切な対応（6月 27 日発生） 

・利用者の骨折（1月 25日発生） 

  ウ 令和２年９月に発生した虐待事案について保護者説明会を開催し、謝罪及び事実

関係説明とともに、再発防止に向けた取り組みの方向性について説明を行い、参加

者からの意見を伺った。（5月 29日開催。参加 44名） 

未然防止策の不備や事後対応の遅延等に厳しい指摘を受けるなか、施設として虐

待防止委員会を定期的に開催し、各部署における再発防止に向けた取り組みの推進

と進行管理を行うとともに、関係機関や保護者からの指摘を受け止め、「虐待防止ガ

イドライン及び発生時対応マニュアル」策定の検討を重ね、成案として取りまとめ

た。 

 



内
容

上
に
掛
け
る
も
の
、
冬
用
な
の
で
、
持
参
し
て
い
る
の
で
、
夏
物
に
と
思
い
ま
す
。
室
温
、
部
屋

の
温
度
に
も
よ
る
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
見
て
も
ら
い
、
嬉
し
そ
う
な
姿
見
る
と
よ
く
見
て
も

ら
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
感
謝
。

会
っ
て
い
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ベ
ッ
ト
の
所
に
は
タ
オ
ル
・
枕
を
お
い
て
手
が
柵
に
当

た
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

耳
か
き
や
爪
切
り
は
ど
う
対
処
し
て
い
ま
す
か
？

床
屋
・
顔
の
髭
剃
り
　
も
う
少
し
き
れ
い
に
し
て
欲
し
い
。

そ
ろ
そ
ろ
理
容
師
さ
ん
が
入
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
髪
が
ボ
サ
ボ
サ
だ

と
胸
が
痛
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
子
供
達
は
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
て
欲
し
い
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

対
応

課
長
さ
ん
は
と
て
も
こ
ち
ら
の
話
も
聞
い
て
頂
き
、
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
方
で
、
電
話

の
応
対
等
、
す
ご
く
感
じ
の
悪
い
方
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
達
に
子
供
を
預
け
て
い
て
心

配
で
す
。
う
ち
の
子
供
は
喋
る
事
も
で
き
ず
、
意
思
疎
通
も
で
き
ず
、
慣
れ
る
ま
で
に
そ
の
人
の

声
を
覚
え
て
や
る
し
か
で
き
な
い
の
で
、
す
ご
く
心
配
し
て
い
ま
す
。

面
会
の
時
、
部
屋
等
の
事
、
子
供
の
気
づ
い
た
事
を
教
え
て
欲
し
い
で
す
（
親
は
み
ん
な
知
り

た
い
の
で
す
）
。
何
が
足
り
て
い
な
い
の
か
私
た
ち
は
部
屋
に
行
け
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
事

を
念
頭
に
お
い
て
下
さ
い
。
遠
慮
な
く
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
ご
家
族
へ
の
依
頼
が
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
）
今
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
親
に

伝
え
て
欲
し
い
で
す
。

い
つ
も
な
が
ら
物
言
わ
ぬ
子
を
相
手
に
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
ま
す
。
面
会
の

折
、
今
の
状
態
を
少
し
話
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

時
々
電
話
で
様
子
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、
面

会
の
日
に
握
手
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
の
よ
う
に
上
に
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
私
た
ち
は
服
や
下
着
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
知
り
た
い
で
す
の
で
教
え
て
、
足
り
な
い
時
等
、
面
会
の
時
機
会
が
あ
る
時
知
ら
せ
て

欲
し
い
で
す
。

面
会
で
き
な
い
の
で
、
日
々
の
生
活
が
充
実
し
て
い
る
の
か
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
何
も
言

わ
な
い
・
言
え
な
い
子
ど
も
な
の
で
・
・
・
。
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
職
員
さ
ん
の
こ
う
い
う
生
活

を
送
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
と
、
こ
う
い
う
生
活
を
送
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
て

く
れ
る
と
安
心
し
ま
す
が
・
・
・
。

情
報
共
有

報
・
連
・
相
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
事
が
多
い
。

整
容

髭
剃
り
は
基
本
的
に
毎
日
行
っ
て
お
り
ま
す
。
訪
問
理
髪
は
1
0
月
下
旬
に
再
開
い
た
し
ま

し
た
が
、
今
後
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

20
21
年
度
　
利
用
者
満
足
度
調
査
（長
期
）　
記
述
回
答
内
容
集
計

１
．
看
護
師
・
生
活
支
援
員

施
設
か
ら
の
回
答

支
援

掛
け
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
さ
ん
の
体
温
や
居
室
の
室
温
に
合
わ
せ
て
調
整
し

て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
柵
に
手
や
足
が
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
利
用
者
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
柵
に

カ
バ
ー
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
ご
心
配
な
場
合
は
職
員
へ
お
伝
え
下
さ
い
。
耳
か
き
に
つ

き
ま
し
て
は
、
綿
棒
を
耳
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
な
く
、
入
浴
時
に
耳
の
ま
わ
り
を
拭
き
取

り
ま
す
。
爪
切
り
は
整
容
の
一
つ
と
し
て
定
期
的
に
爪
の
長
さ
を
確
認
し
、
爪
や
す
り
ま
た

は
爪
切
り
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ご
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

応
対
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

情
報
伝
達

必
要
な
情
報
伝
達
に
も
れ
が
な
い
よ
う
、
職
員
間
の
情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
利
用
者
様
の
普
段
の
ご
様
子
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す

が
、
お
気
づ
き
の
こ
と
や
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
職
員
へ

お
伝
え
下
さ
い
。



窓
越
し
面
会
時
く
ら
い
し
か
接
し
な
い
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
も
子
供
中
心
に
し

か
見
て
い
な
い
の
で
職
員
各
人
に
つ
い
て
は
、
良
い
・
悪
い
○
を
つ
け
る
ほ
ど
分
か
ら
な
い
で

す
。

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

面
会
の
機
会
も
な
く
不
明
。

面
会
に
良
く
行
け
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
良
く
や
っ
て
頂
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

内
容

（
既
に
解
決
済
み
で
す
が
）
治
療
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
目
的
や
内
容
・
注
意
点
を
説
明
し
て

頂
き
、
家
族
の
意
見
も
聞
い
た
上
で
実
施
し
て
く
だ
さ
る
と
助
か
り
ま
す
。

入
所
し
た
時
に
は
体
重
5
8
ｋ
ｇ
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
1
2
月
に
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
り
救
急
で
他

の
病
院
へ
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
体
重
が
、
3
9
ｋ
ｇ
し
か
な
く
、
向
こ
う
の
先
生
も
び
っ
く
り

さ
れ
ま
し
た
。
家
で
は
普
通
食
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
テ
ィ
ン
ク
ル
で
は
ト
ロ
ミ
食
に
な
り
、
お

や
つ
の
差
し
入
れ
も
無
し
と
い
う
こ
と
で
、
体
重
が
や
っ
ぱ
り
減
っ
て
、
体
力
的
に
無
理
が
あ
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
介
護
を
す
る
人
達
が
偉
い
の
で
入
所
し
て
い
る
人
殆
ど
の
方
が
痩
せ

て
い
ま
す
よ
ね
。
偉
い
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
他
の
病
院
の
先
生
も
5
2
～
5
3
ｋ
ｇ
は
あ
っ
て
も
い

い
と
言
わ
れ
、
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
首
で
も
骨
と
皮
だ
け
で
す
よ
ね
。
も
う
少
し
考
え

て
下
さ
い
。
体
力
が
あ
れ
で
は
無
く
て
も
仕
方
が
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
こ
そ
虐
待
で
す
。
名
古

屋
市
健
康
福
祉
局
障
害
係
の
方
へ
通
達
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

額
に
発
疹
が
で
き
や
す
い
の
で
、
（
頭
も
）
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。
い
つ
も
面
会
に
行
く
と
き
れ
い

に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思
う
の
に
、
よ
く
で
き
る
（
発
疹
）
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
書
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

今
の
現
状
で
は
、
こ
の
問
い
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
（
す
み
ま
せ
ん
）
。
目
や
ま
ぶ
た
等
の
赤
く

な
っ
て
い
る
か
よ
く
見
て
目
薬
を
出
し
て
欲
し
い
で
す
。
言
葉
を
言
え
な
い
子
供
た
ち
で
す
。
些

細
な
事
と
思
わ
な
い
で
気
づ
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

面
会
の
機
会
も
な
く
不
明
。

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
と
の
関
わ
り

面
会
の
時
間
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
対
面
で
お
話
す
る
機
会
も
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
利
用
者
様
の
ご
様
子
な
ど
、
機
会
を
捉
え
て
で
き
る
限
り
お
伝
え
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ
フ
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

２
．
医
師

施
設
か
ら
の
回
答

対
応

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
治
療
に
つ
い
て
説
明
し
、
保
護
者
様
に
同
意
い
た
だ
い
て

か
ら
、
進
め
て
参
り
ま
す
。

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
重
症
心
身
障
害
者
の
目
安
と

な
る
体
重
は
、
障
害
の
な
い
人
の
標
準
体
重
と
は
異
な
り
ま
す
。
成
人
の
標
準
B
M
Iは
2
2

で
す
が
、
重
症
児
者
で
は
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
体
調
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
1
5
.8
程

度
が
標
準
と
成
書
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
2
0
2
1
年
1
1
月
の
身
長
、
体
重
か
ら
計
算
さ
れ

る
B
M
Iは
1
7
.2
で
す
か
ら
、
重
症
児
者
と
し
て
は
、
体
重
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
転
院
先

の
医
師
は
、
障
害
の
な
い
人
の
標
準
体
重
か
ら
考
え
て
、
や
せ
す
ぎ
と
仰
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
施
設
で
は
、
管
理
栄
養
士
と
医
師
、
看
護
師
等
が
相
談
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
適
切
な
量
の
食
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嚥
下
機
能
に
合
わ
せ
た
形
態
で
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
で
入
院
治
療
を
受
け
ら
れ
た
経
過
も
あ
り
ま
す
の
で
、
再
発
予
防

の
た
め
に
、
粒
の
な
い
お
粥
と
細
か
く
刻
ん
で
ま
と
め
た
お
か
ず
を
食
べ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
栄
養
価
は
手
を
加
え
る
前
の
食
事
と
同
等
で
す
。
栄
養
状
態
が
良
好
に
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
採
血
で
も
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
皮
膚
や
眼
の
症
状
に
も
注
意
し
て
、
早
期
に
治
療
を
始
め

ま
す
。

職
員
と
の
関
わ
り

な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
す
が
、
お
目
に
か
か
っ
て
、
直
接
お
話
を
伺
え
る
機
会
も
持
て

る
と
よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



内
容

服
薬

薬
が
増
え
た
時
に
は
直
ぐ
に
教
え
て
ほ
し
い
。

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
を
介
し
て
薬
の
こ
と
は
聞
き
ま
す
が
、
直
接
は
お
会
い
す
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。

全
く
話
も
聞
い
た
事
が
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
。

薬
剤
師
さ
ん
に
お
会
い
す
る
事
が
今
で
き
ま
せ
ん
の
で
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
接
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い

薬
に
つ
い
て
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

内
容

対
応

医
師
の
所
へ
も
書
い
て
あ
り
ま
す
、
読
ん
で
下
さ
い
。
酷
い
痩
せ
方
に
う
ち
の
子
は
な
っ
て
ま

す
。
他
の
病
院
へ
救
急
車
で
運
ば
れ
、
入
院
し
た
時
に
、
向
こ
う
の
先
生
方
が
3
9
ｋ
ｇ
の
体
重

に
び
っ
く
り
で
し
た
。
皆
ん
な
職
員
が
体
重
が
あ
る
と
腰
な
ど
痛
め
る
の
で
痩
せ
さ
せ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。
親
と
し
て
、
姿
を
見
る
度
に
と
て
も
辛
く
て
泣
け
て
き
ま
す
。

ご
要
望

目
に
す
る
事
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
自
由
に
往
来
出
来

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
試
食
し
て
み
た
い
で
す
。

献
立

献
立
内
容
が
分
か
ら
な
い
為
、
意
見
し
ず
ら
い
。

ほ
と
ん
ど
接
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
と
の
関
わ
り

服
用
薬
剤
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
、
病
棟
担
当
者
を
通

じ
て
薬
剤
師
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

３
．
薬
剤
師

施
設
か
ら
の
回
答

使
用
薬
剤
の
変
更
は
担
当
医
師
が
決
定
い
た
し
ま
す
。
薬
の
増
減
時
に
は
担
当
医
師

か
ら
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
薬
剤
師
か
ら
の
説
明
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
病
棟
担
当
者
を
通
じ
て
薬
剤
師
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

４
．
管
理
栄
養
士

施
設
か
ら
の
回
答

入
所
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
方
を
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
が
チ
ー
ム
に
な
り
栄
養

状
態
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
体
重
は
ご
本
人
の
体
調
、
血
液
状
態
、
皮
膚
症

状
等
を
み
て
調
整
し
て
お
り
ま
す
。
個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
ご
家
族
の
ご
意
向
も

加
味
し
た
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

感
染
症
が
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、
試
食
会
等
の
機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
、
調
整
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

１
階
事
務
室
前
と
各
病
棟
に
は
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
入
館
制

限
の
た
め
目
に
届
き
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
と
の
関
わ
り

栄
養
に
関
し
て
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



内
容

ご
要
望

ま
た
、
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
お
会
い
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

内
容
を
聞
い
て
い
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
の
為
に
、
な
か
な
か
職
員
さ
ん
に
会
え
ま
せ
ん
が
、
個
別
支
援
の
計
画
書
で
し
っ
か
り

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
で
接
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。 内
容

今
は
行
け
な
い
の
で
お
会
い
す
る
事
が
な
く
、
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
事
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容

窓
越
し
面
会
は
、
予
約
制
で
な
く
い
つ
で
も
出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
建
物
外
の
階
段
を
も

う
少
し
整
備
し
た
り
運
用
ル
ー
ル
を
決
め
れ
ば
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
か
ら
部
屋
の

中
を
見
れ
る
様
に
出
来
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
隣
に
付
く
必
要
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
対
策
を
し
た
上
で
、
直
接
面
会
1
0
分
（
仮
に
面
会
後
に
陽
性
と
な
っ
て
も
、
入
所
者
が
濃

厚
接
触
者
に
な
ら
な
い
範
囲
）
実
施
す
る
な
ど
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
す
す
ん
で
き
た
為
、
以
前
の
よ
う
な
対
面
で
の
面
会
が
多
く
な
る
と
良
い
。

は
が
ゆ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
接
種
し
た
人
で
当
日
発
熱
等
な
い
親
な
ど
の
家
族
に
限
定
し

て
、
施
設
内
面
談
を
2
0
分
く
ら
い
で
も
検
討
し
て
欲
し
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
な
く
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
、
肌
に
触
れ
た
り
色
々
な
事

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
手
に
さ
わ
れ
な
い
、
握
手
が
で
き
な
い
事
が
と
て
も
さ
み
し
い
で
す
。
電
話
で
時
々

様
子
を
聞
き
ま
す
の
で
安
心
は
し
て
い
ま
す
。

窓
越
し
面
会
の
時
は
、
本
人
に
マ
ス
ク
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
窓
越
し
面
会
時
は
、
マ
ス
ク
を
つ

け
て
1
0
分
間
外
気
浴
を
お
願
い
し
た
い
。
親
・
本
人
共
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の
み
。
親
は
離

れ
て
様
子
を
見
る
。

６
．
事
務
職
員
・
相
談
員

５
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
員

施
設
か
ら
の
回
答

職
員
と
の
関
わ
り

リ
ハ
ビ
リ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ご
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
面
会
の
時
な
ど
に
ご
説

明
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
務
手
続
き
や
相
談
員
へ
の
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

７
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対
応

施
設
か
ら
の
回
答

ご
家
族
が
来
所
さ
れ
る
時
間
が
重
な
る
こ
と
を
避
け
る
と
と
も
に
、
面
会
場
所
ま
で
の
誘

導
と
付
き
添
い
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

感
染
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
直
接
面
会
で
き
る
機
会
も
含
め
慎
重
に
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
緩
和
の
判
断
が
難
し
く
、
制
限
が
長
期
化
し
て
お
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
可
能
な
限
り
安
全
か
つ
平
等
に
ご
面
会
い
た
だ
け
る
方
法
を
検
討
し
、
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
家
族
で
親
密
な
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
面
会
の
環
境
が
長
期
間
に
わ
た

り
確
保
で
き
ず
、
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
で
は
、
感
染
対
策
の
徹
底
の
た

め
、
ご
面
会
時
に
利
用
者
様
に
触
れ
る
こ
と
は
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
が
、
今
後
の
動
向
に
よ
り
、
ご
面
会
時
の
対
応
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
対
応
を
見
直
す
場
合
に
は
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
中
活
動
の
一
環
と
し
て
、
利
用
者
様
に
は
お
天
気
の
よ
い
日
は
外
気
浴
を
実
施
し
て

お
り
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
面
会
時
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
感
染

対
策
と
両
立
可
能
な
方
法
に
つ
い
て
工
夫
を
し
な
が
ら
改
善
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

面
会
（
方
法
）

施
設
か
ら
の
回
答

職
員
と
の
関
わ
り



職
員
さ
ん
と
の
面
会
時
間
を
設
け
て
欲
し
い
。
リ
モ
ー
ト
面
会
も
含
む
。

子
供
の
様
子
を
付
き
添
い
の
方
に
お
聞
き
し
た
い
。
そ
の
時
し
か
聞
く
時
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

も
う
少
し
伸
ば
し
た
ら
（
5
分
程
）
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
収
束
後
も
、
S
ky
pe
で
の
面
会
方
法
は
残
し
て
欲
し
い
。

面
会
（
回
数
）

感
染
拡
大
の
中
、
看
護
師
・
生
活
支
援
員
・
相
談
員
他
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
普
段
の
生

活
か
ら
制
限
を
し
、
気
を
つ
け
て
頂
き
、
大
変
感
謝
致
し
ま
す
。
今
後
も
し
考
え
て
頂
け
る
の
で

あ
れ
ば
、
子
ど
も
と
接
触
で
き
な
い
の
で
、
時
間
1
0
分
は
良
い
の
だ
が
回
数
を
増
や
す
事
を
望

む
。

ま
た
、
生
活
の
様
子
は
週
に
1
度
聞
い
て
い
る
が
、
別
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
時
の
写
真
（
様
子
が

分
か
る
よ
う
）
が
月
1
回
で
も
あ
れ
ば
嬉
し
い
。

1
5
分
く
ら
い
が
良
い

長
く
て
も
職
員
に
負
担
と
思
え
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
望
め
な
い
。

面
会
（
予
約
枠
）
月
2
回
の
時
間
枠
が
少
な
す
ぎ
て
希
望
出
来
な
い
。
利
用
者
の
生
活
の
様
子
は
電
話
は
も
ら

え
る
が
、
元
気
か
否
か
わ
か
る
程
度
で
、
生
活
の
様
子
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

感
染
対
策

子
供
た
ち
の
手
等
を
よ
く
ふ
い
て
や
っ
て
欲
し
い
で
す
。

そ
の
他

施
設
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
今
、
部
屋
と
か
食
事
し
て

い
る
部
屋
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
今
は
親
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
面
会
時
間
設
定
で
恐
縮
で
す
が
、
ご
要
望
の
趣
旨
も
踏
ま
え
で
き
る
だ
け
利

用
者
様
の
普
段
の
ご
様
子
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
づ
き

の
こ
と
や
お
尋
ね
に
な
り
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
職
員
へ
お
伝
え
下
さ

い
。

収
束
後
も
必
要
な
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実
施
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

面
会
（
方
法
）

ビ
ニ
ー
ル
越
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
い
ず
れ
の
場
合
も
利
用
者
様
の
近
く
に
付
き
添
う
職
員
が

必
要
と
な
る
た
め
、
日
中
の
時
間
帯
で
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
中
で

で
き
る
だ
け
多
く
の
ご
家
族
様
に
面
会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
予
約
回
数
を
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
利
用
者
様
の
生
活
の
様
子
や
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
ブ
ロ
グ
や
動
画

で
配
信
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
徐
々
に
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
配
信
機
会
も
増
や
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
写
真
は
定
期
的
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
頻
度

も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

面
会
（
時
間
）

利
用
者
様
の
面
会
場
所
へ
の
誘
導
、
定
刻
に
開
始
で
き
な
い
場
合
等
の
予
備
分
も
含

め
、
3
0
分
の
枠
内
で
、
ご
面
会
い
た
だ
け
る
時
間
を
1
0
分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

十
分
な
回
数
、
時
間
を
確
保
で
き
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
感
染
対
策

及
び
利
用
者
様
全
体
の
生
活
リ
ズ
ム
を
考
慮
し
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ご
家
族
様
に

面
会
の
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
の
方
法
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
利
用
者
様
の
生
活
の
ご
様
子
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
や
ご
心
配
な
点
は
遠
慮
な
く

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

食
事
ご
と
の
清
拭
に
加
え
て
、
何
か
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
と
き
は
手
指
消
毒
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
衛
生
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

食
事
は
デ
イ
ル
ー
ム
で
摂
取
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
様
の
間
の
距
離
を
取

り
、
職
員
は
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
と
い
っ
た
標
準
的
な
予
防
策
を
実
施
し
て
食
事
介
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。



内
容

も
う
少
し
現
状
に
則
し
て
変
更
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
状
況
が
変
わ
っ
て
い
て
も
前
年
度
と
同
様

の
計
画
で
変
化
し
て
い
な
い
。

い
ろ
ん
な
事
が
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
1
年
の
い
ろ
い
ろ
を
書
い
て
頂
き
、
そ
れ
を
読

ん
で
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
大
変
で
し
ょ
う
が
、
私
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
大
切
に
し
て
時
々
読

ん
で
い
ま
す

個
別
支
援
計
画
説
明
日
に
は
各
担
当
者
全
員
に
出
席
し
て
ほ
し
い
で
す
。
今
年
度
の
場
合
、

リ
ハ
ビ
リ
と
担
当
職
員
が
不
在
で
（
副
担
当
者
が
出
席
）
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
、
再
度
説
明

を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
ま
だ
面
接
を
受
け
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
コ
ロ
ナ
禍
制
限
？
）
1
2
月
か
も
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ロ
ナ
の
中
、
生
活
の
様
子
が
分
か
ら
な
い
で
す
。
せ
っ
か
く
の
H
P
の
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
が
ユ

ニ
ッ
ト
に
よ
っ
て
か
な
り
回
数
が
違
い
ま
す
。
事
務
の
人
が
ま
と
め
て
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
誕
生
日
会

や
行
事
を
紹
介
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ご
要
望

短
時
間
で
い
い
の
で
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
散
歩
が
で
き
た
ら
な
ぁ

職
員
と
の
関
わ
り
通
常
の
面
会
が
で
き
な
い
た
め
、
お
名
前
が
わ
か
ら
な
い
職
員
の
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

子
供
の
日
常
に
親
身
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
細
か
い
事
が
見
て
い
な
い
の
で
分
か
り
づ

ら
い
で
す
。

も
っ
と
・
・
と
思
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
現
状
維
持
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
い
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
多
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

顔
を
会
わ
せ
ら
れ
な
い
の
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
不
明
で
す
。

自
由
に
面
会
出
来
な
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
正
直
難
し
い
で
す
。

ご
要
望
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
利
用
者
様
の
現
状
に
沿
っ
た
計
画
を
立
案
し
、
実
施
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
基
本
的
に
は
説
明
日
に
担
当

者
が
出
席
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
り
ま
す
が
、
勤
務
変
更
等
で
別
の
職
員
が
担
当
す

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
様
へ
の
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

を
中
心
に
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
お
り
、
別
の
職
員
の
場
合
で
も
、
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
則
、
お
誕
生
日
の
月
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

そ
の
他

限
ら
れ
た
時
間
で
の
面
会
や
電
話
で
の
や
り
と
り
な
ど
が
多
く
な
り
、
日
々
の
生
活
の
様

子
も
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
後
と
も
利
用
者
様
の
状
況
や
施
設
内
の
様
子
を
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

各
フ
ロ
ア
と
総
務
部
に
広
報
委
員
を
配
置
し
、
記
事
を
分
担
し
て
作
成
し
、
総
務
部
職
員

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
各
フ
ロ
ア
の
ブ
ロ
グ
件
数
も
ば
ら
つ
き
が
な
い

よ
う
確
認
し
な
が
ら
総
務
部
と
各
ユ
ニ
ッ
ト
・
フ
ロ
ア
で
十
分
連
携
を
と
り
な
が
ら
情
報
提

供
す
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
近
で
は
日
中
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
へ
散
歩
を
行
う
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
の
動
向
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ご
家
族
様
と
の
散
歩
も
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
る
際
に
は
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

直
接
お
目
に
か
か
る
機
会
が
少
な
く
、
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
く
の
も
難
し
い
状
況
で
す

が
、
１
階
事
務
室
に
て
、
職
員
の
写
真
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
ら
れ
る
場
合
は
、

遠
慮
な
く
事
務
室
の
職
員
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

８
．
そ
の
他

施
設
か
ら
の
回
答

個
別
支
援
計
画
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キ
ー

ワ
ー

ド
回

答
内

容
施

設
か

ら
の

回
答

予
約

方
法

(事
前

予
約

）
コ

ロ
ナ

で
数

年
利

用
し

て
い

な
い

が
、

数
か

月
前

か
ら

の
予

約
が

大
変

。
2
か

月
前

に
皆

様
の

ご
予

約
を

い
た

だ
き

、
調

整
し

た
結

果
を

踏
ま

え
て

、
施

設
内

の
体

制
を

整
え

受
入

準
備

を
行

っ
て

い
ま

す
。

お
手

数
を

お
か

け
し

ま
す

が
、

ご
理

解
の

ほ
ど

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

電
話

が
つ

な
が

り
ま

せ
ん

。

予
約

の
電

話
先

着
順

は
、

無
理

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

予
約

の
電

話
を

考
え

て
ほ

し
い

。

予
約

を
と

る
た

め
に

電
話

を
か

け
る

時
間

を
さ

い
て

も
、

電
話

が
つ

な
が

っ
た

時
に

は
30

番
目

と
か

で
結

局
予

約
が

と
れ

な
い

。
最

近
は

時
間

を
さ

く
こ

と
も

あ
き

ら
め

て
、

予
約

を
と

っ
て

い
な

い
で

す
。

（個
室

対
応

な
ど

）青
い

鳥
も

同
じ

状
況

な
の

に
、

何
が

違
っ

て
い

て
こ

れ
ほ

ど
予

約
が

と
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？
子

ど
も

も
せ

っ
か

く
ス

タ
ッ

フ
の

方
に

慣
れ

て
き

た
と

こ
ろ

で
し

た
の

で
、

非
常

に
残

念
で

な
り

ま
せ

ん
。

予
約

が
と

れ
な

い
こ

と
に

対
し

て
、

何
か

少
し

で
も

策
を

講
じ

て
い

た
だ

け
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
施

設
の

方
に

申
し

あ
げ

て
も

困
ら

れ
る

と
は

思
い

ま
す

が
、

市
の

方
に

意
見

を
上

げ
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

利
用

さ
せ

て
頂

き
た

く
て

も
予

約
が

と
れ

ま
せ

ん
。

今
後

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

で
の

予
約

が
で

き
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。
1日

の
９

：０
０

～
と

い
う

の
は

、
仕

事
を

し
て

い
る

の
で

難
し

い
時

が
多

い
で

す
。

ご
検

討
い

た
だ

け
る

と
、

今
後

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

け
る

回
数

が
増

え
る

と
思

い
ま

す
。

予
約

が
と

れ
ず

、
1年

以
上

利
用

で
き

て
い

な
い

状
況

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

利
用

手
続

き
（予

約
の

電
話

）が
公

平
に

思
え

な
い

。
今

の
予

約
電

話
の

方
法

で
、

毎
月

1日
の

9時
に

か
け

て
も

、
い

つ
も

既
に

話
し

中
で

す
。

こ
れ

で
は

約
束

の
時

間
に

か
け

た
人

は
損

で
す

。
先

着
順

と
い

う
に

は
不

公
平

な
気

が
し

て
、

毎
月

1日
に

嫌
な

思
い

を
し

ま
す

。
ぜ

ひ
公

平
だ

な
と

思
え

る
方

法
で

予
約

を
し

た
い

で
す

。

な
か

な
か

利
用

が
で

き
な

い
。

予
約

が
と

れ
な

く
て

困
っ

て
い

る
。

・予
約

の
し

か
た

（朝
一

の
競

争
は

で
き

な
い

か
ら

）
・1

2月
に

母
の

法
事

が
あ

る
が

、
電

話
で

き
な

か
っ

た
。

（1
0月

の
1日

に
）

短
期

利
用

者
満

足
度

調
査

（
フ

リ
ー

回
答

）

予
約

方
法

(電
話

先
着

順
）

毎
月

１
日

の
電

話
予

約
に

つ
き

ま
し

て
は

、
３

回
線

で
対

応
し

て
お

り
、

9
時

か
ら

応
答

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
が

、
電

話
が

つ
な

が
り

に
く

く
ご

不
便

、
ご

負
担

を
お

か
け

し
て

お
り

、
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
。

令
和

4
年

3
月

1
日

の
5
月

利
用

分
受

付
時

か
ら

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
予

約
を

開
始

す
る

予
定

で
準

備
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

開
始

前
に

は
改

め
て

お
知

ら
せ

を
い

た
し

ま
す

の
で

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

予
約

に
ご

不
安

な
点

が
あ

る
方

は
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。



コ
ロ

ナ
に

な
り

、
全

く
今

は
利

用
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
な

の
で

改
善

さ
れ

て
い

れ
ば

よ
い

の
で

す
が

、
も

し
今

ま
で

同
様

、
毎

月
1～

10
日

T
E
L
、

そ
の

後
に

又
連

絡
あ

り
と

い
う

方
法

で
し

た
ら

、
す

ぐ
に

改
善

し
て

ほ
し

い
で

す
。

1日
9時

か
ら

T
E
L
し

て
き

た
方

か
ら

予
約

を
入

れ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
も

と
も

と
テ

ィ
ン

ク
ル

の
利

用
は

、
レ

ス
パ

イ
ト

で
も

仕
事

で
も

O
K
の

は
ず

と
聞

い
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

い
つ

頃
か

そ
う

で
は

な
く
冠

婚
葬

祭
に

と
聞

き
ま

し
た

。
冠

婚
葬

祭
は

予
定

が
立

ち
ま

す
が

、
逆

に
予

定
が

立
つ

か
ら

こ
そ

、
他

の
手

段
も

考
え

る
余

裕
が

あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
仕

事
と

介
護

(家
族

の
）、

家
族

の
こ

と
は

突
然

の
こ

と
も

多
々

あ
り

ま
す

。
な

の
で

、
一

番
の

理
由

は
人

そ
れ

ぞ
れ

の
は

ず
で

す
。

電
話

回
線

は
１

回
線

と
聞

い
て

い
ま

す
が

…
１

日
に

つ
な

が
っ

た
時

に
（も

ち
ろ

ん
９

時
前

か
ら

ず
っ

と
コ

ー
ル

し
て

い
て

で
す

）、
す

で
に

○
十

番
と

言
わ

れ
る

と
疑

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
予

約
の

取
り

方
は

、
も

っ
と

改
善

す
べ

き
で

す
！

！

今
は

コ
ロ

ナ
禍

で
、

色
々

と
ど

の
業

種
も

問
題

あ
り

と
思

う
。

た
だ

予
約

の
取

り
方

は
本

当
に

問
題

あ
り

と
思

う
。

働
く
親

に
と

っ
て

９
時

は
厳

し
い

！
！

重
心

の
親

も
働

い
て

い
る

親
！

！
母

子
、

父
子

家
庭

も
い

ま
す

！
！

な
の

で
、

と
に

か
く
１

回
線

し
か

な
い

と
い

う
の

が
本

当
な

ら
、

ち
ゃ

ん
と

順
番

に
予

約
を

し
て

い
け

ば
よ

い
の

で
は

!?
理

由
を

聞
く
必

要
は

な
い

と
思

い
ま

す
。

ど
ん

な
理

由
に

し
ろ

、
子

供
を

預
け

な
い

と
い

け
な

い
理

由
が

あ
る

か
ら

お
願

い
し

て
い

る
の

で
す

か
ら

・・
・

冠
婚

葬
祭

と
ウ

ソ
を

つ
い

て
い

る
方

は
い

ま
せ

ん
か

？
真

面
目

な
方

が
損

を
す

る
の

は
問

題
で

す
！

！
コ

ロ
ナ

禍
だ

か
ら

こ
そ

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

予
約

、
F
A

X
予

約
な

ど
…

本
当

に
改

善
し

て
ほ

し
い

で
す

！
！

予
約

方
法

（工
事

中
の

対
応

）

予
約

を
入

れ
る

の
に

、
先

着
順

な
の

は
良

い
の

で
す

が
・・

・工
事

中
で

人
数

（泊
ま

れ
る

）が
、

1
日

1人
し

か
入

れ
な

い
な

ら
ば

、
2泊

3日
で

お
願

い
し

た
方

が
良

い
と

思
う

。
理

由
・・

・
　

①
月

に
利

用
で

き
る

人
数

が
ど

ん
ど

ん
減

る
。

（本
当

に
お

願
い

し
た

い
人

が
利

用
で

き
な

い
）

　
②

1泊
2日

だ
と

バ
タ

バ
タ

す
る

が
、

2泊
3日

で
充

分
ゆ

っ
く
り

で
き

る
。

　
③

3泊
4日

と
ら

れ
て

し
ま

う
と

、
週

に
1人

？
2人

で
す

よ
ね

？
月

何
人

？
少

な
す

ぎ
で

す
！

！

工
事

中
は

ご
利

用
人

数
を

各
病

棟
１

名
に

制
限

さ
せ

て
い

た
だ

き
、

ご
不

便
を

お
か

け
い

た
し

ま
し

た
。

令
和

4
年

2
月

ご
利

用
分

か
ら

は
順

次
戻

し
て

ま
い

り
ま

す
。

状
況

に
よ

り
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

対
応

を
お

願
い

し
ま

す
。

緊
急

事
態

な
ど

の
発

令
時

は
、

現
在

の
対

応
（個

室
対

応
、

保
護

者
の

出
入

り
制

限
）は

良
い

。
解

除
時

は
、

緩
和

対
応

が
望

ま
し

い
。

収
束

時
は

元
に

戻
す

。

予
約

が
と

れ
な

く
、

本
人

が
テ

ィ
ン

ク
ル

の
方

に
馴

れ
な

い
。

本
人

の
シ

ョ
ー

ト
に

行
く
と

、
中

の
様

子
が

分
か

ら
な

い
。

世
間

が
コ

ロ
ナ

に
な

っ
て

か
ら

、
利

用
す

る
機

会
が

少
な

く
な

っ
た

。
コ

ロ
ナ

が
終

息
す

る
ま

で
シ

ョ
ー

ト
に

行
け

な
い

。
も

っ
と

い
ろ

い
ろ

工
夫

す
れ

ば
、

多
く
の

利
用

者
が

利
用

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
他

の
施

設
は

、
色

々
行

動
し

て
い

ま
す

。

予
約

方
法

（理
由

の
確

認
）

現
在

は
先

着
順

で
受

け
付

け
て

お
り

ま
す

が
、

日
程

設
定

な
ど

の
参

考
と

し
て

ご
利

用
理

由
を

お
伺

い
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
令

和
4
年

3
月

1
日

か
ら

の
予

約
受

付
に

つ
き

ま
し

て
も

、
受

付
順

に
番

号
を

決
定

し
、

そ
の

番
号

順
に

折
り

返
し

電
話

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

、
ご

利
用

病
棟

と
入

退
所

日
時

を
調

整
い

た
し

ま
す

。
当

施
設

か
ら

の
折

り
返

し
電

話
の

際
に

、
ご

利
用

理
由

を
お

聞
か

せ
い

た
だ

き
た

い
と

存
じ

ま
す

の
で

、
ご

理
解

と
ご

協
力

の
ほ

ど
、

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

感
染

対
策

（全
般

）

感
染

動
向

を
見

極
め

な
が

ら
、

短
期

入
所

の
受

け
入

れ
に

つ
き

ま
し

て
も

対
応

を
検

討
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

変
更

の
際

に
は

順
次

ご
案

内
し

て
ま

い
り

ま
す

の
で

、
ご

理
解

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。



コ
ロ

ナ
禍

は
（今

の
対

応
で

）よ
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

連
絡

票
に

様
子

を
記

入
し

て
い

た
だ

く
の

で
、

ど
ん

な
ふ

う
に

過
ご

し
て

い
た

の
か

分
か

り
、

安
心

で
き

て
い

ま
す

。
先

日
、

青
い

鳥
の

病
棟

ク
ラ

ス
タ

ー
が

あ
り

ま
し

た
が

、
職

員
の

方
々

の
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

は
定

期
的

に
や

っ
て

も
ら

い
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

親
が

病
棟

に
入

れ
な

く
て

も
、

コ
ロ

ナ
の

感
染

が
出

た
り

し
た

場
合

は
、

ス
タ

ッ
フ

が
な

っ
て

い
た

事
に

な
る

わ
け

に
な

り
ま

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

場
合

、
シ

ョ
ー

ト
を

ど
う

し
て

も
の

理
由

で
利

用
し

た
い

場
合

、
利

用
停

止
に

な
っ

た
場

合
、

ど
う

す
る

か
を

知
り

た
い

で
す

。

個
室

対
応

に
よ

る
予

約
枠

の
減

少
個

室
だ

と
レ

ス
パ

イ
ト

人
数

の
受

け
入

れ
が

少
な

く
な

る
な

ら
考

え
た

方
が

よ
い

。

感
染

対
策

徹
底

の
た

め
、

個
室

で
の

受
け

入
れ

と
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
、

利
用

理
由

に
関

わ
ら

ず
、

短
期

入
所

を
ご

利
用

い
た

だ
け

る
方

の
人

数
を

制
限

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
今

後
も

感
染

動
向

を
見

極
め

な
が

ら
対

応
を

検
討

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

個
室

対
応

に
な

る
こ

と
は

仕
方

が
な

い
と

思
い

ま
す

が
、

ス
タ

ッ
フ

の
目

が
行

き
届

く
の

か
？

と
い

う
点

に
不

安
を

感
じ

、
な

か
な

か
利

用
に

至
り

ま
せ

ん
。

個
室

対
応

は
必

要
な

事
だ

と
理

解
し

て
い

ま
す

。
た

だ
、

ケ
ア

以
外

の
何

気
な

い
会

話
や

顔
を

合
わ

せ
る

機
会

が
少

な
く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
中

は
と

て
も

退
屈

な
よ

う
で

す
。

一
人

の
時

間
が

長
い

の
は

、
本

人
に

と
っ

て
楽

し
み

も
な

く
、

刺
激

が
な

く
て

一
日

の
リ

ズ
ム

が
つ

か
み

に
く
く
、

帰
っ

て
か

ら
リ

ズ
ム

を
作

る
の

が
大

変
で

す
。

現
在

、
コ

ロ
ナ

と
工

事
中

と
の

こ
と

で
利

用
を

控
え

て
い

ま
す

が
、

そ
ろ

そ
ろ

利
用

し
て

い
こ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。
個

室
利

用
で

も
楽

し
く
過

ご
せ

る
環

境
だ

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

個
室

の
た

め
、

一
人

で
い

る
こ

と
が

多
い

と
思

う
の

で
、

本
人

の
楽

し
み

は
な

い
の

で
は

…
と

思
い

ま
す

。

病
棟

ま
で

入
れ

な
い

の
は

仕
方

な
い

か
も

。
個

室
対

応
も

い
つ

ま
で

続
く
の

か
、

本
人

は
楽

し
め

て
い

る
の

か
、

不
安

は
あ

り
ま

す
。

個
室

化
は

良
い

こ
と

で
す

が
、

1日
中

個
室

か
ら

出
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

退
屈

し
楽

し
み

も
な

い
の

で
、

配
慮

を
お

願
い

し
ま

す
。

保
護

者
の

出
入

り
制

限
は

や
む

を
得

な
い

と
思

い
ま

す
。

保
護

者
の

出
入

り
制

限
個

室
対

応
で

、
目

が
届

い
て

い
る

こ
と

は
良

い
。

保
護

者
の

ワ
ク

チ
ン

、
抗

体
検

査
に

よ
っ

て
会

え
た

ら
良

い
で

す
。

１
階

で
の

引
き

渡
し

、
申

し
送

り
対

応
保

護
者

は
入

ら
な

い
方

が
よ

い
と

思
う

。
気

に
な

る
人

だ
け

上
が

れ
ば

、
そ

ち
ら

の
方

が
ス

ム
ー

ズ
。

感
染

対
策

(全
般

）

職
員

の
定

期
的

な
P

C
R

検
査

は
実

施
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

日
頃

の
感

染
対

策
を

徹
底

し
、

陽
性

者
、

濃
厚

接
触

者
の

発
生

が
あ

っ
た

場
合

に
は

関
係

者
の

検
査

や
自

宅
待

機
等

の
対

応
を

と
ら

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
施

設
内

で
の

感
染

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

、
安

全
面

か
ら

短
期

入
所

の
受

け
入

れ
を

一
時

中
止

す
る

な
ど

の
対

応
を

と
ら

せ
て

い
た

だ
く

可
能

性
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

ご
理

解
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

個
室

で
の

過
ご

し
方

短
期

入
所

利
用

者
の

方
に

は
、

感
染

対
策

の
観

点
か

ら
現

在
は

す
べ

て
の

方
に

個
室

を
ご

利
用

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

ス
タ

ッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

最
も

近
い

居
室

、
も

し
く
は

デ
イ

ル
ー

ム
か

ら
利

用
者

様
に

目
が

届
き

や
す

い
居

室
を

準
備

し
て

お
り

ま
す

。
日

中
活

動
に

直
接

参
加

し
て

頂
く
こ

と
は

難
し

い
た

め
各

病
棟

ご
と

に
工

夫
し

、
そ

の
雰

囲
気

を
楽

し
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

に
心

が
け

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
個

別
に

居
室

で
も

楽
し

め
る

内
容

で
対

応
さ

せ
て

い
た

だ
く
場

合
も

ご
ざ

い
ま

す
。

連
絡

票
で

は
ご

利
用

中
の

様
子

が
保

護
者

の
方

へ
伝

わ
る

よ
う

に
記

録
し

て
お

り
ま

す
が

、
お

尋
ね

に
な

り
た

い
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
ス

タ
ッ

フ
へ

お
伝

え
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

今
後

の
感

染
状

況
が

見
通

せ
な

い
中

、
現

状
で

は
、

ワ
ク

チ
ン

接
種

済
み

か
否

か
に

関
わ

ら
ず

、
保

護
者

様
の

出
入

り
は

１
階

ま
で

と
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

ご
心

配
を

お
か

け
い

た
し

ま
す

が
、

ご
理

解
の

ほ
ど

よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。



１
階

で
の

引
き

渡
し

、
申

し
送

り
対

応
施

設
内

の
様

子
を

見
る

こ
と

が
で

き
な

く
残

念
で

す
が

、
引

き
渡

し
等

は
短

時
間

で
終

わ
る

の
で

楽
に

感
じ

て
い

ま
す

。
個

室
対

応
が

、
い

つ
ま

で
継

続
さ

れ
る

の
か

不
安

で
す

。

１
階

で
の

引
き

渡
し

、
申

し
送

り
対

応

待
ち

合
い

で
の

引
き

渡
し

は
、

短
時

間
で

良
い

面
も

あ
り

ま
す

が
（用

事
が

あ
っ

て
預

け
て

い
る

の
で

、
早

く
引

き
渡

せ
る

と
助

か
り

ま
す

）、
荷

物
の

事
な

ど
わ

か
る

か
な

あ
？

と
不

安
も

あ
り

ま
す

。
（以

前
は

棚
に

入
れ

な
が

ら
説

明
が

で
き

た
の

で
)　

し
っ

か
り

と
目

が
行

き
届

い
て

い
れ

ば
、

個
室

、
保

護
者

の
出

入
り

制
限

も
安

心
か

と
思

い
ま

す
。

１
階

で
の

引
き

渡
し

、
申

し
送

り
対

応

コ
ロ

ナ
に

な
り

、
全

く
利

用
し

て
い

な
い

（利
用

し
た

い
日

は
あ

る
が

、
も

っ
と

必
要

な
方

が
い

る
の

で
は

？
と

考
え

る
た

め
、

何
と

か
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
の

力
を

お
借

り
し

た
り

、
自

分
が

勤
務

交
代

す
る

な
ど

し
て

い
る

）た
め

、
わ

か
ら

な
い

が
、

そ
の

対
応

で
正

し
い

と
思

う
。

し
か

し
、

保
護

者
を

中
へ

入
れ

な
い

分
、

今
ま

で
以

上
き

め
細

や
か

な
連

絡
を

保
護

者
へ

伝
え

て
ほ

し
い

と
皆

さ
ん

思
っ

て
い

る
の

で
は

？
？

話
が

で
き

る
ひ

と
は

よ
い

が
、

話
せ

な
い

保
護

者
の

方
へ

は
、

よ
り

配
慮

が
必

要
と

思
う

。

申
し

送
り

時
間

申
し

送
り

や
持

ち
物

員
数

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

で
、

入
館

か
ら

２
０

分
以

上
か

か
る

こ
と

が
あ

り
、

３
０

分
く

ら
い

か
か

っ
た

こ
と

も
あ

る
。

も
っ

と
短

く
な

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

申
し

送
り

時
間

受
入

れ
時

、
も

う
少

し
時

間
を

短
く
で

き
る

と
助

か
り

ま
す

。

申
し

送
り

時
間

入
所

時
、

申
し

送
り

に
時

間
が

か
か

る
の

は
、

過
去

の
支

援
情

報
が

共
有

さ
れ

て
い

な
い

点
が

あ
り

、
一

か
ら

の
説

明
に

な
る

こ
と

が
あ

る
た

め
。

室
温

管
理

保
護

者
が

病
室

の
中

に
入

ら
な

い
こ

と
で

室
温

や
部

屋
の

様
子

が
分

か
ら

な
い

の
で

、
体

温
調

節
の

具
体

的
な

対
応

が
取

り
づ

ら
い

で
す

。

室
温

管
理

自
宅

の
室

温
と

病
室

の
室

温
が

異
な

る
の

で
、

自
宅

と
同

じ
対

応
を

し
て

い
る

と
身

体
が

冷
え

す
ぎ

た
り

熱
く
な

り
す

ぎ
た

り
し

ま
す

。

荷
物

の
預

か
り

個
人

の
物

を
持

ち
帰

る
の

は
当

た
り

前
な

の
で

す
が

、
定

期
的

に
利

用
さ

せ
て

頂
い

て
い

る
の

で
、

何
と

か
重

た
い

物
だ

け
置

い
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

な
い

か
と

、
毎

回
つ

ら
い

思
い

で
す

。
本

人
の

思
い

と
母

の
体

力
に

ズ
レ

が
で

て
き

て
ま

す
。

毎
回

の
ご

利
用

の
都

度
、

様
々

な
物

を
ご

用
意

い
た

だ
く
の

は
ご

負
担

か
と

思
い

ま
す

が
、

お
荷

物
を

お
預

か
り

す
る

こ
と

は
お

断
り

し
て

お
り

ま
す

。
ご

理
解

と
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

連
絡

票
連

絡
票

の
下

の
方

が
切

れ
て

い
て

読
め

な
い

と
き

が
あ

り
ま

す
。

大
変

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

連
絡

票
を

お
渡

し
す

る
時

は
入

力
漏

れ
や

印
刷

切
れ

等
が

な
い

か
を

確
認

し
て

お
渡

し
い

た
し

ま
す

。

職
員

の
対

応
電

話
の

や
り

と
り

で
、

職
員

間
の

連
絡

が
さ

れ
て

い
な

い
の

か
な

？
と

思
う

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。

職
員

の
対

応
職

員
の

方
に

よ
り

異
な

り
ま

す
。

食
事

胃
瘻

か
ら

ペ
ー

ス
ト

食
を

入
れ

て
い

た
だ

い
て

い
る

の
で

す
が

、
シ

ャ
ビ

シ
ャ

ビ
す

ぎ
て

腹
持

ち
し

な
い

よ
う

で
す

。
も

う
少

し
工

夫
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。

事
前

に
聞

き
取

り
し

ま
し

た
食

事
内

容
で

ご
用

意
し

て
お

り
ま

す
が

、
食

事
量

な
ど

の
変

更
は

可
能

で
す

の
で

ご
相

談
く
だ

さ
る

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

食
事

胃
瘻

、
気

管
切

開
を

し
て

い
ま

す
が

、
誤

え
ん

が
な

く
な

っ
た

た
め

、
口

か
ら

の
食

事
摂

取
を

し
て

い
ま

す
。

楽
し

み
程

度
で

３
０

分
限

定
な

ど
、

も
う

少
し

経
口

摂
取

で
き

る
よ

う
、

配
慮

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

た
だ

で
さ

え
楽

し
み

が
少

な
い

環
境

で
す

の
で

。

食
事

内
容

や
摂

取
状

況
に

変
化

が
あ

る
場

合
は

主
治

医
と

ご
相

談
の

う
え

、
入

所
担

当
へ

ご
連

絡
く
だ

さ
い

。
情

報
を

も
と

に
短

期
入

所
ご

利
用

中
の

対
応

を
検

討
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

居
室

内
の

室
温

は
冬

：
1
9
～

2
3
度

、
夏

：
2
4
～

2
6
度

、
湿

度
は

年
間

を
通

し
て

4
5
～

7
0
％

で
調

整
さ

れ
て

い
ま

す
。

体
温

調
整

が
難

し
い

利
用

者
様

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
か

と
思

い
ま

す
の

で
、

ご
不

明
な

点
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
職

員
ま

で
お

尋
ね

下
さ

い
。

ご
心

配
を

お
か

け
す

る
場

面
が

あ
っ

た
か

と
存

じ
ま

す
。

職
員

間
の

情
報

共
有

、
統

一
し

た
対

応
が

で
き

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

1
階

で
は

、
入

所
前

数
日

の
体

調
確

認
、

前
回

ご
利

用
時

か
ら

変
化

が
あ

っ
た

こ
と

、
特

別
な

持
ち

物
等

に
つ

い
て

直
接

保
護

者
の

方
（
ま

た
は

同
行

さ
れ

て
い

る
方

）
か

ら
伺

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

他
に

つ
き

ま
し

て
は

、
利

用
者

様
に

病
棟

へ
上

が
っ

て
い

た
だ

い
た

後
、

連
絡

票
と

持
ち

物
を

照
合

し
、

ボ
デ

ィ
チ

ェ
ッ

ク
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
利

用
者

様
を

お
迎

え
す

る
際

は
、

過
去

に
ご

利
用

い
た

だ
い

た
際

の
情

報
を

確
認

し
て

い
ま

す
が

、
安

全
に

ご
利

用
い

た
だ

く
た

め
に

同
じ

こ
と

を
伺

う
こ

と
も

ご
ざ

い
ま

す
。

ご
理

解
と

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。



＜
そ

の
他

（感
染

対
策

）＞
・

今
は

そ
れ

で
（現

在
行

っ
て

い
る

対
策

で
）よ

い
と

思
い

ま
す

。
・

コ
ロ

ナ
が

落
ち

着
き

普
通

に
戻

っ
た

ら
お

願
い

し
よ

う
と

は
思

っ
て

い
ま

す
。

・ ・
（個

室
対

応
や

出
入

り
制

限
は

）現
況

で
は

、
当

然
の

こ
と

と
承

知
し

て
い

ま
す

。
・

（個
室

対
応

や
出

入
り

制
限

は
）仕

方
な

い
と

思
い

ま
す

。
・

(個
室

対
応

や
出

入
り

制
限

は
）よ

い
か

と
思

い
ま

す
。

・ ・
 （

感
染

対
策

に
つ

い
て

は
）コ

ロ
ナ

に
な

っ
て

か
ら

利
用

で
き

て
い

な
い

の
で

わ
か

ら
な

い
。

・
い

つ
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
こ

の
対

応
を

、
ず

っ
と

継
続

し
て

ほ
し

い
で

す
。

・
感

染
予

防
の

配
慮

は
当

然
だ

と
思

い
ま

す
。

・
（今

の
方

法
で

）良
い

と
思

い
ま

す
。

＜
そ

の
他

（謝
辞

）＞ ・ ・ ・
い

つ
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
・ ・ ・

感
染

対
策

な
ど

徹
底

い
た

だ
き

、
受

け
入

れ
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

・ ・
看

護
師

さ
ん

に
優

し
い

言
葉

を
か

け
て

い
た

だ
い

て
、

本
当

に
嬉

し
か

っ
た

で
す

。
・

＜
そ

の
他

＞
・ ・

も
う

1年
以

上
利

用
で

き
て

い
な

い
の

で
、

本
人

へ
の

対
応

も
変

わ
っ

て
き

て
い

る
の

で
、

何
も

ア
ン

ケ
ー

ト
に

は
答

え
ら

れ
ま

せ
ん

。
き

っ
と

ま
た

、
最

初
か

ら
の

本
人

へ
の

ど
ん

な
風

な
対

応
を

説
明

す
る

こ
と

に
な

る
と

思
い

ま
す

。

施
設

内
で

感
染

が
広

が
る

の
が

一
番

怖
い

の
で

、
安

心
し

て
預

け
れ

る
た

め
に

も
感

染
防

止
の

対
応

を
し

っ
か

り
お

願
い

し
た

い
で

す
。

で
き

る
こ

と
は

協
力

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

早
く
コ

ロ
ナ

収
束

し
て

ほ
し

い
で

す
ね

。

以
前

は
い

つ
で

も
会

い
に

行
け

た
の

で
、

さ
み

し
い

気
持

ち
も

あ
り

ま
す

が
、

感
染

防
止

は
大

切
な

事
だ

と
理

解
し

て
い

ま
す

。

現
在

２
か

所
シ

ョ
ー

ト
を

利
用

し
て

い
ま

す
が

、
テ

ィ
ン

ク
ル

は
本

人
が

大
好

き
で

喜
ん

で
行

き
ま

す
。

も
う

一
か

所
は

い
つ

も
「
・
・
・
」
で

す
。

今
後

何
年

先
に

な
る

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
入

所
も

考
慮

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
月

に
１

回
の

利
用

を
継

続
で

き
た

ら
と

思
っ

て
い

ま
す

。
利

用
中

、
食

事
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

楽
し

す
ぎ

て
次

の
利

用
が

気
に

な
り

、
帰

宅
時

は
騒

が
し

く
て

す
み

ま
せ

ん
。

本
人

た
ち

も
慣

れ
て

き
た

み
た

い
で

、
寝

て
な

く
て

も
げ

っ
そ

り
し

た
顔

を
せ

ず
、

さ
わ

や
か

に
下

に
降

り
て

く
る

の
で

安
心

で
き

て
い

ま
す

。
い

つ
も

お
世

話
に

な
っ

て
お

り
、

感
謝

し
て

お
り

ま
す

。
今

は
コ

ロ
ナ

の
事

が
あ

り
、

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
思

い
は

い
っ

ぱ
い

な
の

で
す

が
、

本
人

も
在

宅
に

て
が

ん
ば

っ
て

お
り

ま
す

。

と
て

も
良

く
し

て
頂

け
て

感
謝

し
て

い
ま

す
。

皆
さ

ん
優

し
く
て

、
大

切
な

子
供

を
預

け
る

上
で

安
心

で
き

ま
す

。

利
用

で
き

な
か

っ
た

月
な

ど
に

、
キ

ャ
ン

セ
ル

が
あ

っ
た

時
に

声
を

か
け

て
い

た
だ

き
、

利
用

で
き

る
の

は
あ

り
が

た
い

で
す

。

家
庭

内
で

の
緊

急
時

や
介

護
者

の
病

気
な

ど
の

時
は

、
柔

軟
に

対
応

し
て

頂
け

る
と

助
か

り
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
今

ま
で

は
な

か
っ

た
の

で
す

が
）
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か
ら

な
い
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回
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除
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年
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テ
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ン

ク
ル
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ご

や
短

期
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用
者

満
足

度
調

査
　

結
果

　
＜

選
択

式
回

答
＞

  
  
  
  
  
 ＜

実
施

期
間

＞
　

令
和

3年
9月

28
日

～
　

11
月

8
日

  
  
  
  
  
 ＜

実
施

方
法

＞
　

9月
28

日
　

各
家

庭
に

郵
送

→
郵

送
ま

た
は

事
務

室
に

て
回

収
　

  
  
  
  
  
 ＜

回
答

者
数

＞
42

 家
庭

/　
11

4 
家

庭
中

（　
36

.8
　

％
）

わ
か

ら
な

い
無

回
答

良
い

・
ま

あ
ま

あ
良

い
（人

数
）

良
い

・
ま

あ
ま

あ
良

い
の

人
数

/
評

価
者

数
（*

）（
％

）

良
い

質
問

ま
あ

ま
あ

良
い

ど
ち

ら
で

も
な

い
や

や
悪

い
悪

い

利
用

中
の

施
設

か
ら

の
連

絡
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
（タ

イ
ミ

ン
グ

・内
容

な
ど

）

窓
口

や
電

話
の

対
応

は
丁

寧
で

す
か

予
約

の
手

続
き

は
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

施
設

か
ら

の
連

絡
は

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か

入
所

・
退

所
時

の
手

続
き

は
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

ご
家

族
へ

の
依

頼
が

負
担

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か

職
員

の
説

明
は

分
か

り
や

す
い

で
す

か

質
問

や
意

見
を

言
い

や
す

い
雰

囲
気

が
あ

り
ま

す
か

支
援

の
内

容
は

職
員

間
で

情
報

共
有

さ
れ

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
か

職
員

は
利

用
者

さ
ん

を
よ

く
理

解
し

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
か

ご
利

用
中

の
ケ

ア
の

内
容

は
い

か
が

で
す

か 食
事

・
栄

養
の

内
容

は
い

か
が

で
す

か

退
所

時
の

報
告

や
連

絡
票

の
内

容
は

い
か

が
で

す
か

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
利

用
後

の
ご

本
人

の
様

子
は

い
か

が
で

す
か


